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１．はじめに

IUGS Heritage Stones（以下，ヘリテージストーン）とは，

地球科学と人類社会との繋がり，すなわち人類史において

地質学が果たしてきた重要な役割を可視化することを目的

に，International Union of Geological Sciences（IUGS：国

際地質科学連合）が推進しているアウトリーチ事業の 1 つ

である．具体的には，国際的価値が高く，人類との関わり

の歴史が古い天然石（主に石材）をヘリテージストーン（天

然石材遺産）に認定し，それらの地質学的価値や文化的活用

の歴史を英語文書として後世に残すことを目的に，使用言

語の違いから知名度の低かった貴重な石材の価値や重要性

を世界に広く周知するとともに，それらの石材の持続可能

な利用を考える機会の創出を目指している（IUGS, 2024）．

この事業の企画・運営は，2016 年に IUGS 内に設立さ

れた科学委員会 International Commission on Geoheritage 

（ICG：国際地質遺産委員会）が担っている．この委員会は，

2022年まではHeritage Sites and Collections Subcommission

（HSCS：地質遺産サイトと地質コレクションに関する小委員

会）とHeritage Stone Subcommission（HSS：ヘリテージス

トーン小委員会）の 2 つで構成されていたが，その後，前

者がさらに 2 つに細分されたことで，現在は 3 つの小委

員会（Subcommissions on Sites，Heritage Stones and Geo-

Collections）からなる．そして，この中の Subcommissions 

on Heritage Stones（すなわち HSS）が，ヘリテージストー

ン認定審査を含む本事業の管理運営や普及啓発を担ってい

る（Kaur, 2022）．

ヘリテージストーンの前身は，2016 年～ 2022 年に

HSS が International Association for Engineering Geology 

and the Environment（IAEG：国際地質工学環境学会）との

パートナーシップのもとで実施した Global Heritage Stone 

Resource（GHSR：世界石材遺産資源）である．ユネスコ

－地質科学国際研究計画（IGCP：International Geoscience 

Programme．ただし，その略字表記については，同組

織の旧名称である International Geological Correlation 

Programme に基づく）からの資金援助のもと，本事業で

IUGS Heritage Stonesと『筑波山塊の花崗岩』

1 つくば市役所ジオパーク室（筑波山地域ジオパーク推進協議会事務局本部）
　〒 300-4231 茨城県つくば市北条 4160 番地

キーワード：�IUGS Heritage Stones，ヘリテージストーン，天然石材遺産，筑波山塊，
花崗岩，筑波山地域ジオパーク，持続可能な地域社会

は事業運営の枠組構築を目的に，GHSR 認定基準の確立，

GHSR のデータベース作成と維持管理，それらを活用した

国際連携の強化が進められた．2017 年～ 2022 年にかけ

て，ヨーロッパを中心に計32件のGHSRが認定され，GHSR

の業務がヘリテージストーンに引き継がれた後は，それら

が全てヘリテージストーンに認定された．その後，2023

年度春の審査で 10 件，秋の審査で 13 件が新たに選出さ

れ，現在は計 55件のヘリテージストーンが存在している．

本稿で紹介する『筑波山塊の花崗岩』は，2023 年秋の審査

を経て2024年度に認定されたヘリテージストーンの1つ

で，この認定は日本のみならず東アジア初の快挙となった．

今後，日本から新たなヘリテージストーンが生まれること

を期待し，ここでは，ヘリテージストーン認定申請の経緯，

作成した認定申請書の概要，ヘリテージストーン認定がも

たらした地域社会の反応と，世界を代表する 55 件のヘリ

テージストーンの特徴を簡単に紹介する．

２．ヘリテージストーン認定申請の経緯

筆者が，『筑波山塊の花崗岩』のヘリテージストーン認定

申請書（以下，申請書）の作成を担当することになったのは

2024 年 1月中旬で，そのきっかけは，糸魚川ジオパーク協

議会・フォッサマグナミュージアム館長で，IUGS ヘリテー

ジストーン小委員会国内連絡員でもある竹之内　耕氏から

『稲田石・真壁石』のヘリテージストーン認定申請に協力し

てほしいとの相談を受けたことだった．話を伺うと，日本

学術会議地球惑星科学委員会 IUGS分科会（以下，国内 IUGS

分科会）委員から，IUGS での日本の存在感を示すため，現

在募集中のヘリテージストーンに国内からも申請すべきと

の打診があり，その後，IUGS 分科会委員，IUGS ヘリテージ

ストーン小委員会国内連絡員，日本ジオパークネットワー

ク事務局と日本地質学会の有識者で話し合った結果，伊豆

石や大谷石などと共に筑波山地域ジオパークエリア内の稲

田石・真壁石がその候補に挙がったとのことだった．それ

で，稲田石・真壁石については，筆者が所属する筑波山地

域ジオパーク推進協議会事務局に申請書作成を依頼してみ
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てはどうかという話になったそうである．

申請書の作成依頼を受けたものの，筆者自身はヘリテー

ジストーンのみならずIUGSに関する見識に乏しかった上，

相談があった時点で，提出期限の2024年1月末まで10日

足らずしか残されていなかった．しかしその後，竹之内氏

からヘリテージストーン小委員会事務局への提出期限延長

の申し出が了承され，糸魚川ジオパーク推進協議会事務局

員（竹之内氏，小河原孝彦氏，ブラウン・セオドア氏）や千

葉県立中央博物館の高橋直樹氏が申請書の執筆分担や英文

作成支援を申し出て下さった．また認定されれば，IUGS へ

の貢献だけでなく筑波山地域ジオパークや日本ジオパーク

ネットワークの国際的認知度の向上に繋がることが容易に

予想できた．さらにこの認定によって，これまで疎遠だっ

た筑波山地域内の石材業者と筑波山地域ジオパーク推進協

議会との間に，新たな交流機会が生まれることが期待でき

た．以上の理由から，当協議会として竹之内氏からの依頼

を引き受け，申請書の作成作業に取りかかった．

３．申請書の概要と認定まで

ICG は一年を通じて申請書の受付を行っており，春と秋

の 2 回，HSS が申請書に基づく審査を実施している．同

組織ホームページ（https://iugs-geoheritage.org/selection-

process-stones/　閲覧日：2025 年 4 月 15 日）によると，

ヘリテージストーンに認定されるためには，①国際的に流

通している，②象徴的な建造物や遺跡で使用されている，

③地域の伝統的な建造物に使用されている，④国際的な価

値のある岩石学的特徴や外観を備えている，という条件の

うち1つ以上を満たす必要がある．HSS事務局に提出する

申請書では，あらかじめ指定された以下の 5章に従って記

述することで，認定申請する天然石材が前述の条件を満た

していることを証明しなければならない．

第 1 章　一般的特徴と地質学的特徴
1. 石材の正式名称

2. 層位学的または地質学的名称

3. その他の名称（通称や商業的名称など）

4. 分布域（石材の地理的分布範囲が示された地図）

5. 採石場の位置と過去・現在における採石状況

6. 地質年代と形成環境

（堆積盆地・褶曲帯，地殻変動領域や火成活動など，多

様な地質学的観点での石材の詳細）

7. �IUGS ヘリテージストーンの定義に基づく岩石学的名

称や解説

（�色，美観，自然での多様性，鉱物学的・地球化学的な

組成を含む）

第 2 章　建築上の性質
1. 岩石物性

（吸水率，比重，空隙率，機械的挙動，塩の結晶化など）

2. 適合性及び建築用途

（�建築用・彫刻用材，屋根材，モニュメント，研磨・装

飾用途，技術製品など）

第 3 章　IUGS の認識や国際的重要性に関する議論
1. �国際的普及や使用例（特に重要な歴史的建築物・記念

碑への使用，国際的流通ルート，地理的使用地域）

2. �象徴的建造物や遺跡（石材の利用が建造物の主要な特

徴をどう形成したか）

3. �伝統的建築（文化や社会，有名な建築の発展において，

石材が国際的に重要な役割を果たしたか）

4. �独自性（国際的評価が高い石材の岩石学的特徴や外観

上の特徴）

5. �追加的論拠（石材の国際的重要性に関する上記以外の

補足説明）

第 4 章　書誌と文書
1. �石材に関連する主要な文献（学術論文や書籍，一般的

な文献）

2. 画像（歴史的写真や線画など，掲載用画像）

3. 関連ウェブサイト

第 5 章　その他の関連事項（ジオパークや地質学的サイ
トとの関連など）

申請書の第 1章と第 2章において，『筑波山塊の花崗岩』

の石材としての名称，丁場（写真 1，2）での石材の切り出

し方法などの記述は，筑波山塊周辺にある 3つの石材組合

（羽黒石材商工業協同組合・稲田石材商工業協同組合・真壁

石材協同組合）の各ホームページやパンフレットを基に作

成した．次に，地質学的名称や岩石学的特徴については，

主に地質調査所（現在の産業技術総合研究所地質調査総合

センター）が発行した 5 万分の 1 地質図幅「真壁」（宮崎ほ

か，1996）や高橋ほか（2011）に基づき，筑波山塊を代表

する 3 つの花崗岩（稲田花崗岩・加波山花崗岩・筑波花崗

岩）の特徴を簡単に記述した．また，それらの形成年代や

成因，国内他地域との対比については，最新の知見を引用

した（Koike and Tsutsumi, 2018；Wang et al. , 2022）．ま

た，岩石物性については，現在も採石が行われている稲田

石（稲田花崗岩）と真壁石（加波山花崗岩）に関する文献（岡

田ほか，1954；大久保ほか，1992；工藤・佐野，1993；

山田ほか，2005；Yu and Oguchi, 2010）を基に記述した．
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申請書の核となる第 3章の記述は，地域に暮らす人々と

石材との関わりの歴史を，主な関連文献（小林，1985；笹

田，1991；千葉，2008；長，2012，2015；乾，2012；

岡田ほか，2016；川俣，2017 など）に基づき 4 つの時代

に分けて，以下に示すような内容を記述した．奈良時代以

降，仏教の伝来と共に『筑波山塊の花崗岩』でできた巨石や

奇岩（写真 3，4）は，山岳信仰の対象や修験の場として活

用されてきた．鎌倉時代，筑波山塊南部に高度な石材加工

技術が伝来すると，花崗岩を用いた石造物（写真 5，6）づく

りが盛んになり，江戸時代にはこの地域の地場産業の 1つ

で，現在国の伝統的工芸品に指定されている『真壁石燈籠』

が誕生した（写真 7）．明治時代には，地質調査によってこ

の地域の花崗岩が良質の石材（特に建材）として認識され，

JR 水戸線に代表される鉄道網の整備が進んだことで（第 1

図），それらの花崗岩が国宝の迎賓館赤坂離宮（写真 8）や国

指定重要文化財の日本橋（写真 9）を始め，東京の名だたる

近代西洋建築に多く用いられた．さらにこれらの石材は，

建造物だけでなく都電の敷石などにも利用され，関東大震

災や第二次世界大戦からの復興，そしてオイルショック後

の日本の高度成長を支えた．

写真 1　石切山脈とよばれる稲田花崗岩（稲田石）の採石場跡．

写真 2　加波山花崗岩（真壁石）の採石場．

写真 3　�加波山頂にある三尊石（信仰対象となっている加波山花崗岩
の巨石）．

写真 4　筑波山南麓の白滝で見られる筑波花崗岩．
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過去 10 年にわたる筑波山地域ジオパーク推進協議会の

活動によって，第 4 章で必要だった引用文献・関連ウェ

ブページの一覧はほぼ完成していた．また，山岳信仰の歴

史を今に伝える巨石や奇岩，国または県指定文化財に指定

されている石造物や建造物，稼働中の採石場や博物館など

の展示物の画像もほぼ全て手元にあった．したがって，本

章の執筆に必要な情報収集の手間はほとんどかからなかっ

た．しかし，引用文献の多くが日本語文献だったため，そ

れらの英文要旨の作成には時間と労力を費やした．

第 5章では，まず『筑波山塊の花崗岩』が筑波山地域ジオ

パークを代表する地質遺産に位置付けられ，それらを紹介

第 1図　石材業とともに発展した筑波山塊周辺の鉄道網．

写真 5　加波山花崗岩（真壁石）で作られた五輪塔（桜川市遍照院）．

写真 6　筑波花崗岩で作られた石造燈籠（つくば市長久寺）．

する地質学的サイトが複数設定されていること，つくばジ

オミュージアムや地質標本館（共に茨城県つくば市），石の

百年館（同県笠間市）やミュージアムパーク茨城県自然博物

館（同県坂東市）に，それらの地球科学的・文化的価値を紹

介するための常設展示があることを記述した．次に，この

地域での石材活用の歴史が地域社会の形成に及ぼした影響

写真 7　真壁石で作られる真壁石燈籠．
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を紹介した．例えば，国の伝統的工芸品である真壁石燈籠

は，今も十数名の伝統工芸士がその技術・技法を継承して

いることや，この地域の花崗岩の採石・加工などに携わる

事業者が 3つの石材組合を作り，それらを統括する茨城県

石材業協同組合連合会を組織することで，花崗岩の計画的

な採石・加工技術の承継に取り組んでいることを記述した．

また，石彫家の浅賀正治氏が，地域の子供たちに石に触れ

る楽しさを伝える活動や，石彫を通して世界平和を訴える

ための国際交流の軌跡を紹介した．さらに，石材の需要低

下，外国産石材の輸入増加，従業員の高齢化と後継者不足

などによる本地域の石材産業の衰退（熊坂，2010）にも言

及し，日本の石材業界が抱える課題と今後の天然石材の供

給体制の脆弱さを訴えた．

2024 年 2 月 17 日，今回の申請書作成に携わった 5 名

（筆者，竹之内氏，小河原氏，高橋氏，ブラウン氏）連名の

もと『稲田石・真壁石』の名称で申請書を提出した．その 2

日後，HSS 事務局から「石材の名称がローカルすぎるので，

両者を含んだ別の名称で提出することを検討してほしい」

との依頼があったため，筆者らで再検討し，稲田石・真壁

石の両石材を含む『筑波山塊の花崗岩』の名称で再申請した

結果，3 月 1 日に同事務局から申請書の受理と査読開始の

連絡があった．またその1週間後に，「認定が決まった時に

備え，8 月末出版予定の IUGS ヘリテージストーン単行本

掲載用の原稿執筆と掲載写真の準備を進めてほしい」との

依頼があったため，それらを準備して 3 月末に送付した．

さらに 5月末には，「IUGS ヘリテージストーンウェブサイ

ト掲載用の原稿と写真を送ってほしい」との再依頼があり，

6月初旬にそれらをまとめて提出した．

2024 年 7 月 7 日，同年 7 月 6 日付で『筑波山塊の花崗

岩』のヘリテージストーン内定通知書が届き，そこで初め

て前年度秋の審査で計 13 件が認定されたことを知った．

また，ちょうどその頃，認定された計 55 件のヘリテージ

ストーンを紹介した単行本が8月下旬に釜山で開催予定の

万国地質学会議（IGC）のヘリテージストーンセッションで

紹介されること，それに合わせて国内 IUGS 分科会または

日本地質学会が本件のプレスリリースを行う予定であるこ

とを国内 IUGS 分科会委員から伺った．一方，7 月下旬に

HSS 事務局から，『筑波山塊の花崗岩』の石材見本を作成・

提出してほしいとの依頼があった．そのため，稲田石材商

工業協同組合と真壁石材協同組合の両組合に 15 cm 四方

で厚さ1 cmほどの稲田石と真壁石のスラブ作製を依頼し，

完成したものをHSS 事務局宛に発送した．

2024 年 8 月上旬，本認定のプレスリリースに際してヘ

リテージストーンの和訳名称をどうするかの問合せが国

内 IUGS 分科会委員からあった．関係者間で議論した結果

『天然石材遺産』とすることが決定し，8 月 26 日付で日本

地質学会からプレスリリースが行われた．しかし，そこで

はIUGSが並行して実施していた別の事業『IUGS Geological 

Heritage Sites（IUGS 地質遺産サイト）』で，平成新山（長崎

県）と喜界島（鹿児島県）が認定されたことが大きく紹介さ

れ，『筑波山塊の花崗岩』のヘリテージストーン認定に関す

る詳細な記述はほとんどなかった．そのため，別途つくば

市（筑波山地域ジオパーク推進協議会）から，9 月 2 日に

『筑波山塊の花崗岩』のヘリテージストーン認定についての

プレスリリースを行った．9 月 4 日に日本経済新聞が紙面

と電子版の両方で本認定を紹介すると，その後日本工業経

済新聞（9/11），朝日新聞（9/13），読売新聞（9/14），月刊

石材（9/15 と 11/15），日本石材工業新聞（10/5）や東京

写真 8　真壁石が用いられている迎賓館赤坂離宮． 写真 9　真壁石・稲田石の両方が用いられている日本橋．
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新聞（10/27）が，本認定申請の目的と経緯や認定がもたら

す効果などを紙面や電子版で詳しく紹介した．そして 10

月 29 日，ついに公式なヘリテージストーン認定証の PDF

ファイルがHSS 事務局から届いた（写真 10）．

４．認定後の地域社会の反応

『筑波山塊の花崗岩』のヘリテージストーン認定申請と

認定によって，筑波山地域ジオパーク推進協議会と同地域

内の3つの石材組合との交流が復活した．筑波山地域ジオ

パーク協議会は，筑波山塊を共有する 6 市（石岡市・笠間

市・つくば市・桜川市・土浦市・かすみがうら市）のエリ

アで日本ジオパーク新規認定を目指し，2014 年 3 月にそ

の認定申請書を日本ジオパーク委員会（JGC）に提出し，同

年 7月に現地審査を受けた．しかし，①一般に分かりにく

いテーマ設定，②ジオパークの理念に対する関係者の理解

不足，③事務局運営体制の脆弱さや④ボトムアップ型の組

織体制の整備不足などを理由に，JGC から同年 8月に認定

見送りを告げられた．特に②では，稼働中の花崗岩採石場

やオフロードバイクレース場内の露頭をジオサイトに選定

していたことが問題視され，『筑波山塊の花崗岩』が有限の

天然資源であり，ジオパークの枠組で保全すべき地質遺産

であるという意識が低いという厳しい評価を受けた．これ

をきっかけに，筑波山地域の日本ジオパーク認定が石材業

界の追い風になることを期待していた各石材組合と，そも

そもジオパークの理念や枠組への理解が足りなかった協議

会との関係が希薄になり，筑波山地域が 2016 年 9月に日

本ジオパークに新規認定され，2021 年 2 月に再認定を受

けた後も，その関係性が変わることはなかった．

一方，JGC によるジオパークの審査においては，ジオ

パーク活動の主体となる団体が，地質遺産の保全を含む地

域の課題解決に向けて多様なステークホルダーと対話して

いる姿勢を，審査時に前向きに評価する動きが出てきた．

まさに今回の申請と認定は，国際的に高く評価された『筑

波山塊の花崗岩』を地域の人々が誇りに思うとともに，そ

の有限な天然資源を枯渇させることなく，持続可能な形で

活用していく方法を石材業者と共に考えるきっかけとなっ

た．実際に，この取組は 2024 年 11 月に行われた 2 回目

の再認定審査でも評価され，2025 年 2 月，JGC から 2 回

目の日本ジオパーク再認定が通知された．

『筑波山塊の花崗岩』のヘリテージストーン認定を複数

のメディアが継続的に紹介してくれたことで，石材業者を

含む多くの地域住民が今まで以上に筑波山地域ジオパーク

に関心を寄せてくれるようになった．その最たる例は，茨

城県石材業協同組合連合会が2024年11月2日～4日に開

催した『いばらきストーンフェスティバル 2024』で，同連

合会事務局と筑波山地域ジオパーク推進協議会が筑波山地

域ジオパークとヘリテージストーンを PR する共同ブース

を出展したことである．このイベントは，茨城県内の石材

産業の振興と石の多様な魅力を広めることを目的に 1998

年から開催されているが，これまで筑波山地域ジオパー

ク推進協議会ブースが出展されたことは一度もなかった．

今回 25 回目の実施となったこのイベントは，開催直前に

NHK が全国・首都圏・茨城の 3 つの放映枠で紹介してく

れたこともあり，例年以上に多くの人々が会場を訪れた．

また，このイベントでの展示パネルや展示物がきっかけと

なり，2025 年 1 月 15 日～ 3 月 2 日に産総研地質標本館

が『祝認定！ヘリテージストーン天然石材遺産－筑波山塊

の花崗岩－』と題した企画展を実施した．その後，筑波山

地域ジオパーク推進協議会でも，3月22日に講演会『世界

を代表する天然石材遺産に認定された筑波山塊の花崗岩と

は』を実施し，会場となった笠間地域交流センターともべ

には，100 名を超える人々が訪れた．こうして『筑波山塊

の花崗岩』のヘリテージストーン認定は，筑波山地域のみ

ならず全国的に注目されるトピックとなった．

５．世界を代表する 5 5 のヘリテージストーン

2017 年～ 2024 年に認定された 55 件のヘリテージス

トーンは，現在 IUGS-ICG のホームページ（https://iugs-

geoheritage.org/selection-process-stones/　閲覧日：2025

年 4 月 15 日）や，IUGS 発行の単行本『The First 55 IUGS 

Heritage Stones』で紹介されている（IUGS, 2024）．これら

の情報を簡単にまとめたものが第1表である．その内訳を

An IUGS Heritage Stone 
is an IUGS designated 
natural stone that has 
been used in significant 
architecture and 
monuments, recognized 
as integral aspects of 
human culture.
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写真 10　『筑波山塊の花崗岩』のヘリテージストーン認定証．
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ー
ト
・イ

ー
サ
ハ
ー
ン
の
墓
（フ

マ
ユ
ー
ン
廟
）な

ど
20

22

27
5

Be
rn

ar
do

s 
Ph

yl
lit

e
ベ
ル
ナ
ル
ド
ス
の
千
枚
岩

変
成
岩

千
枚
岩

先
カ
ン
ブ
リ
ア
時
代
～
古
生
代
カ
ン
ブ
リ
ア
紀
前
期

ス
ペ
イ
ン

エ
ル
エ
ス
コ
リ
ア
ル
修
道
院
・ア

ル
カ
サ
ル
（軍

事
博
物
館
）な

ど
20

22

28
6

C
ar

ra
ra

 M
ar

bl
e

カ
ラ
ー
ラ
の
大
理
石

変
成
岩

大
理
石

中
生
代
三
畳
紀
中
・後

期
～
ジ
ュ
ラ
紀
前
期

イ
タ
リ
ア

ボ
ル
ゲ
ー
ゼ
美
術
館
の
ダ
ビ
デ
像
な
ど

20
17

29
7

C
on

ne
m

ar
a 

M
ar

bl
e

カ
ネ
マ
ラ
の
大
理
石

変
成
岩

大
理
石

新
原
生
代
～
古
生
代
オ
ル
ド
ビ
ス
紀

ア
イ
ル
ラ
ン
ド

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
自
然
史
博
物
館
（ロ

ン
ド
ン
）・
ロ
ン
ド
ン
自
然
史
博
物
館
な
ど

20
22

30
10

Es
tre

m
oz

 M
ar

bl
e

ア
ス
ト
レ
モ
ス
の
大
理
石

変
成
岩

大
理
石

古
生
代
カ
ン
ブ
リ
ア
紀
～
オ
ル
ド
ビ
ス
紀
？

ポ
ル
ト
ガ
ル

ペ
レ
ル
マ
ン

 パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ

 ア
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
）・
各
種
彫
刻
な
ど

20
17

31
34

Fa
co

id
al

 G
ne

is
s

フ
ァ
コ
イ
ダ
ル
片
麻
岩

変
成
岩

片
麻
岩

新
原
生
代

ブ
ラ
ジ
ル

ブ
ラ
ジ
ル
銀
行
文
化
セ
ン
タ
ー
な
ど

20
24

32
35

G
er

m
an

 R
oo

fin
g 

Sl
at

e
ド
イ
ツ
産
屋
根
用
粘
板
岩

変
成
岩

粘
板
岩

古
生
代
デ
ボ
ン
紀
～
石
炭
紀
前
期

ド
イ
ツ

マ
ル
ク
ス
ブ
ル
グ
城
な
ど

20
24

33
12

H
al

la
nd

ia
 G

ne
is

s
ハ
ッ
ラ
ン
ド
地
方
の
片
麻
岩

変
成
岩

片
麻
岩

原
生
代

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

ノ
ル
ブ
ロ
ー
（ス

ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
北
橋
）な

ど
20

17

34
36

H
im

ac
ha

l S
la

te
ヒ
マ
チ
ャ
ー
ル
の
粘
板
岩

変
成
岩

粘
板
岩

原
生
代

イ
ン
ド

ラ
ク
シ
ュ
ミ
ー
ナ
ー
ラ
ー
ヤ
ン
寺
院
な
ど

20
24

35
44

In
di

an
 C

ha
rn

oc
ki

te
イ
ン
ド
産
チ
ャ
ー
ノ
カ
イ
ト

変
成
岩

チ
ャ
ー
ノ
カ
イ
ト

新
原
生
代

イ
ン
ド

ヴ
ィ
ヴ
ェ
カ
ナ
ン
ダ
岩
記
念
堂
な
ど

20
24

36
15

Ko
lm

år
de

n 
(S

er
pe

nt
in

e)
 M

ar
bl

e
コ
ー
ル
モ
ー
デ
ン
の
大
理
石

変
成
岩

大
理
石

原
生
代

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

ウ
プ
サ
ラ
大
学
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
な
ど

20
19

37
38

Lu
go

 G
re

en
 P

hy
llit

e
ル
ー
ゴ
の
緑
色
千
枚
岩

変
成
岩

千
枚
岩

古
生
代
カ
ン
ブ
リ
ア
紀

ス
ペ
イ
ン

グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
（静

岡
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ア
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）な

ど
20

24

38
32

(W
hi

te
) M

ac
ae

l M
ar

bl
e

マ
カ
エ
ル
の
大
理
石

変
成
岩

大
理
石

中
生
代
三
畳
紀

ス
ペ
イ
ン

ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
宮
殿

な
ど

20
19

39
19

M
ak

ra
na

 M
ar

bl
e

マ
ク
ラ
ナ
の
大
理
石

変
成
岩

石
灰
岩

原
生
代

イ
ン
ド

タ
ー
ジ
マ
ハ
ル
・赤

い
城
（レ

ッ
ド
フ
ォ
ー
ト
建
造
物
群
）な

ど
20

19

40
42

Va
le

nt
ia

 S
la

te
バ
レ
ン
テ
ィ
ア
の
粘
板
岩

変
成
岩

粘
板
岩

古
生
代
デ
ボ
ン
紀
中
期

ア
イ
ル
ラ
ン
ド

墓
石
や
敷
石
な
ど

20
24

41
31

W
el

sh
 S

la
te

ウ
ェ
ー
ル
ズ
地
方
の
粘
板
岩

変
成
岩

粘
板
岩

古
生
代
カ
ン
ブ
リ
ア
紀

イ
ギ
リ
ス

デ
ィ
ザ
リ
ン
ト
ン
・フ

ラ
ッ
ク
ス
・ミ

ル
（デ

ィ
ザ
リ
ン
ト
ン
亜
麻
工
場
）な

ど
20

19

42
1

Al
pe

dr
et

e 
G

ra
ni

te
ア
ル
ペ
ド
レ
テ
の
花
崗
岩

火
成
岩

花
崗
岩

古
生
代

ス
ペ
イ
ン

マ
ド
リ
ー
ド
王
宮

・プ
ラ
ド
美
術
館
な
ど

20
19

43
8

D
ec

ca
n 

Ba
sa

lt
デ
カ
ン
高
原
の
玄
武
岩

火
成
岩

玄
武
岩

中
生
代
白
亜
紀
後
期
～
古
第
三
紀

イ
ン
ド

セ
ン
ト
ザ
ビ
エ
ル
大
学
・ア

ジ
ャ
ン
ダ
洞
窟
の
フ
ラ
ス
コ
画
な
ど

20
22

44
45

Id
de

fjo
rd

 g
ra

ni
te

ア
イ
フ
ィ
ヨ
ル
ド
の
花
崗
岩

火
成
岩

花
崗
岩

新
原
生
代

ノ
ル
ウ
ェ
ー

フ
ロ
グ
ネ
ル
公
園
（ヴ

ィ
ー
ゲ
ラ
ン
彫
刻
公
園
）な

ど
20

24

45
47

La
lib

el
a 

Ba
sa

lti
c 

Sc
or

ia
ラ
リ
ベ
ラ
の
玄
武
岩
質
ス
コ
リ
ア

火
成
岩

玄
武
岩
質
ス
コ
リ
ア

古
第
三
紀
漸
新
世
～
新
第
三
紀
中
新
世

エ
チ
オ
ピ
ア

ギ
ヨ
ル
ギ
ス
教
会
（ラ

リ
ベ
ラ
の
岩
窟
教
会
群
）な

ど
20

24

46
16

La
rv

ik
ite

ラ
ル
ビ
カ
イ
ト

火
成
岩

モ
ン
ゾ
ニ
岩

古
生
代
石
炭
紀
～
ペ
ル
ム
紀

ノ
ル
ウ
ェ
ー

旧
ノ
ル
ウ
ェ
ー
銀
行
本
社
・オ

ス
ロ
大
学
図
書
館
な
ど

20
17

47
39

M
al

m
sb

ur
y 

Bl
ue

st
on

e
マ
ル
ム
ズ
ベ
リ
ー
の
青
色
岩

火
成
岩

玄
武
岩

新
第
三
紀
鮮
新
世

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

セ
ン
ト
ポ
ー
ル
大
聖
堂
・マ

ル
ム
ズ
ベ
リ
ー
駅
な
ど

20
24

48
48

Po
rto

 G
ra

ni
te

ポ
ル
ト
の
花
崗
岩

火
成
岩

花
崗
岩

中
生
代
以
前

ポ
ル
ト
ガ
ル

フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ィ
ー
ナ
城
壁
な
ど

20
24

49
25

R
oc

hl
itz

 P
or

ph
yr

y 
Tu

ff
ロ
ッ
ホ
リ
ッ
ツ
の
珪
岩
質
凝
灰
岩

火
成
岩

溶
結
凝
灰
岩

古
生
代
ペ
ル
ム
紀

ド
イ
ツ

ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
旧
市
庁
舎
・聖

ト
ー
マ
ス
教
会
な
ど

20
22

50
26

R
os

a 
Be

ta
 G

ra
ni

te
ロ
ー
ザ
ベ
ー
タ
の
花
崗
岩

火
成
岩

石
英
質
モ
ン
ゾ
ニ
岩

古
生
代
石
炭
紀
後
期
～
ペ
ル
ム
紀
前
期

イ
タ
リ
ア

ロ
ー
マ
の
石

畳
、

Li
 L

ol
gh

（古
代
墓
石
）な

ど
20

19

51
50

Sa
rd

in
ia

n 
ba

sa
lt

サ
ル
デ
ィ
ー
ニ
ャ
の
玄
武
岩

火
成
岩

玄
武
岩
～
安
山
岩
質
玄
武
岩

新
第
三
紀
鮮
新
世
～
更
新
世

イ
タ
リ
ア

ス
ー
ヌ
ラ
ク
シ
（サ

ル
デ
ィ
ー
ニ
ャ
島
バ
ル
ー
ミ
ニ
）な

ど
20

24

52
28

Te
zo

an
tla

 W
hi

te
 T

uf
f

テ
ソ
ア
ン
ト
ラ
の
白
色
凝
灰
岩

火
成
岩

凝
灰
岩

新
第
三
紀
中
新
世

メ
キ
シ
コ

パ
チ
ュ
ー
カ
独
立
広
場
の
時
計
台
な
ど

20
22

53
51

Te
zo

nt
le

 v
ol

ca
ni

c 
sc

or
ia

テ
ゾ
ン
ト
ル
火
山
性
ス
コ
リ
ア

火
成
岩

玄
武
岩
～
玄
武
岩
質

-安
山
岩
質

ス
コ
リ
ア

新
第
三
紀
鮮
新
世
～
完
新
世

メ
キ
シ
コ

月
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
（テ

オ
テ
ィ
ワ
カ
ン
遺
跡
）な

ど
20

24

54
53

Ts
uk

ub
a 

M
as

si
f G

ra
ni

te
筑
波
山
塊
の
花
崗
岩

火
成
岩

花
崗
岩

中
生
代
白
亜
紀
後
期
～
古
第
三
紀

日
本

迎
賓
館
・日

本
橋
な
ど

20
24

55
52

Vi
ro

la
ht

i P
yt

er
lit

e
ヴ
ィ
ロ
ラ
ハ
テ
ィ
の
ピ
テ
ル
ラ
イ
ト

火
成
岩

花
崗
岩
（ラ

パ
キ
ビ
花
崗
岩
・

ピ
テ
ル
ラ
イ
ト
）

中
原
生
代
、
先
カ
ン
ブ
リ
ア
時
代

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
の
円
柱
（サ

ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
宮
殿
広
場
）な

ど
20

24

※
太

字
表

記
は

世
界

文
化

遺
産

に
認

定
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
示

す

第
1
表
　
世
界
を
代
表
す
る
55
件
の
ヘ
リ
テ
ー
ジ
ス
ト
ー
ン（
天
然
石
材
遺
産
）一
覧
．
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単
行
本

掲
載
順

ウ
ェ
ブ

掲
載
順

名
称

（※
カ
ッ
コ
内
は
単
行
本
で
の
表
記
名
）

名
称
（和

訳
）

岩
石
名

（大
分
類
）

岩
石
名

（小
分
類
）

形
成
年
代

産
出
国

主
な
用
途
・建

築
物

認
定
年

1
46

An
çã

 L
im

es
to

ne
ア
ン
サ
ン
の
石
灰
岩

堆
積
岩

石
灰
岩

中
生
代
ジ
ュ
ラ
紀
中
期

ポ
ル
ト
ガ
ル

ブ
サ
コ
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
・マ

シ
ャ
ー
ド

 デ
 カ

ス
ト
ロ
美
術
館
な
ど

20
22

2
4

Ba
th

 S
to

ne
バ
ー
ス
石

堆
積
岩

石
灰
岩

中
生
代
ジ
ュ
ラ
紀
中
期

イ
ギ
リ
ス

ロ
イ
ヤ
ル
ク
レ
ッ
セ
ン
ト
・バ

ー
ス
寺
院
な
ど

20
19

3
33

Be
lg

ia
n 

bl
ac

k 
m

ar
bl

es
ベ
ル
ギ
ー
産
黒
色
大
理
石

堆
積
岩

石
灰
岩

古
生
代
デ
ボ
ン
紀
後
期
～
石
炭
紀
前
期

ベ
ル
ギ
ー

貴
石
加
工
美
術
館
（イ

タ
リ
ア
）・
墓
石
な
ど

20
24

4
20

(B
el

gi
an

 B
lu

st
on

e)
 P

et
it 

G
ra

ni
t

-P
ie

rre
 B

le
ue

 d
e 

Be
lg

iq
ue

-
（ベ

ル
ギ
ー
産
青
色
岩
）

プ
テ
ィ
・グ

ラ
ニ
ッ
ト

堆
積
岩

石
灰
岩

古
生
代
石
炭
紀

ベ
ル
ギ
ー

サ
ン
カ
ン
ト
ネ
ー
ル
門
（凱

旋
門
）・
パ
ン
テ
オ
ン
（フ

ラ
ン
ス
）な

ど
20

17

5
3

Br
ec

ha
 d

a 
Ar

ra
bi

da
ア
ラ
ー
ビ
ラ
の
角
礫
岩

堆
積
岩

石
灰
岩
（石

灰
質
角
礫
岩
）

中
生
代
ジ
ュ
ラ
紀
後
期

ポ
ル
ト
ガ
ル

ボ
ン
・ジ

ェ
ズ
ス
教
会

な
ど

20
22

6
43

D
en

iz
li 

Tr
av

er
tin

e
デ
ニ
ズ
リ
の

ト
ラ
バ
ー
チ
ン

堆
積
岩

石
灰
岩
（ト

ラ
バ
ー
チ
ン
）

第
四
紀

ト
ル
コ

ト
リ
ポ
リ
旧
市
街
（レ

プ
テ
ィ
ス
・マ

グ
ナ
遺
跡
）・
ラ
オ
デ
ィ
ケ
リ
ア
遺
跡
な
ど

20
24

7
9

Éc
ha

illo
n 

St
on

e
エ
シ
ャ
リ
オ
ン
石

堆
積
岩

石
灰
岩

中
生
代
ジ
ュ
ラ
紀
後
期
～
白
亜
紀
前
期

フ
ラ
ン
ス

ラ
・ダ

ン
ス
（オ

ペ
ラ
座
ガ
ル
ニ
エ
宮
）な

ど
20

22

8
11

G
lo

bi
ge

rin
a 

Li
m

es
to

ne
グ
ロ
ビ
ゲ
リ
ナ
石
灰
岩

堆
積
岩

石
灰
岩

新
第
三
紀
中
新
世

マ
ル
タ

マ
ル
タ
島
内
の
各
種
石
造
物

20
19

9
13

Ja
co

bs
vi

lle
 S

an
ds

to
ne

ジ
ェ
イ
コ
ブ
ス
ビ
ル
の
砂
岩

堆
積
岩

石
灰
岩

新
原
生
代

ア
メ
リ
カ

東
北
ア
メ
リ
カ
の
各
種
石
造
建
築

20
19

10
14

Ja
is

al
m

er
 L

im
es

to
ne

ジ
ャ
イ
サ
ル
メ
ー
ル
の
石
灰

岩
堆
積
岩

石
灰
岩

中
生
代
ジ
ュ
ラ
紀
中
～
後
期

イ
ン
ド

ジ
ャ
イ
サ
ル
メ
ー
ル
の
装
飾
建
築
な
ど

20
22

11
37

(J
ur

a 
M

ar
bl

e 
Li

m
es

to
ne

）
Li

m
es

to
ne

 J
ur

am
ar

m
or

ジ
ュ
ラ
マ
ル
モ
ル
の
石
灰
岩

堆
積
岩

石
灰
岩

中
生
代
ジ
ュ
ラ
紀
後
期

ド
イ
ツ

マ
リ
テ
ィ
ム
ホ
テ
ル
イ
ン
ゴ
ル
シ
ュ
タ
ッ
ト
な
ど

20
24

12
17

Le
de

 S
to

ne
レ
デ
石

堆
積
岩

石
灰
岩
（砂

質
石
灰
岩
）

古
第
三
紀
始
新
世

ベ
ル
ギ
ー

ベ
ル
ギ
ー
国
内
の
各
種
建
築
物

20
19

13
18

Li
oz

 li
m

es
to

ne
リ
オ
ス
の
石
灰
岩

堆
積
岩

石
灰
岩

中
生
代
白
亜
紀

ポ
ル
ト
ガ
ル

ベ
レ
ン
の
塔

な
ど

20
19

14
21

Pi
ed

ra
 M

ar
 d

el
 P

la
ta

マ
ル
・デ

ル
・プ

ラ
タ
石

堆
積
岩

砂
岩

（オ
ル
ソ
コ
ー
ツ
ァ
イ
ト
）

古
生
代
初
期

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

マ
ル
・デ

ル
・プ

ラ
タ
市
内
の
各
種
建
築
物

20
19

15
22

Pi
et

ra
 S

er
en

a
セ
リ
ー
ナ
石

堆
積
岩

砂
岩
（石

灰
質
砂
岩
）

古
第
三
紀
漸
新
世
後
期
～
新
第
三
紀
中
新
世
前
期

イ
タ
リ
ア

ロ
ジ
ア
ト

 デ
イ

 サ
ー
ヴ
ィ
テ
ィ

 ホ
テ
ル
・ラ

ウ
レ
ン
ツ
ィ
ア
ー
ナ
図
書
館
階
段
室
な
ど

20
19

16
23

Po
dp

eč
 L

im
es

to
ne

ポ
ペ
ッ
ク
の
石
灰
岩

堆
積
岩

石
灰
岩

中
生
代
ジ
ュ
ラ
紀
前
期

ス
ロ
ベ
ニ
ア

ス
ロ
ベ
ニ
ア
国
立
大
学
図
書
館
な
ど

20
17

17
24

Po
rtl

an
d 

Li
m

es
to

ne
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
石
灰
岩

堆
積
岩

石
灰
岩

中
生
代
ジ
ュ
ラ
紀
後
期

イ
ギ
リ
ス

セ
ン
ト
ポ
ー
ル
大
聖
堂
な
ど

20
17

18
49

R
ad

ko
w

 s
an

ds
to

ne
ラ
ト
ク
フ
の
砂
岩

堆
積
岩

砂
岩

中
生
代
白
亜
紀
前
後
期

ポ
ー
ラ
ン
ド

ク
ロ
ブ
リ
ー
堤
防
・サ

ン
ス
ー
シ
公
園
の
柱
廟
（ド

イ
ツ
）な

ど
20

24

19
40

(R
ed

 E
re

ño
) R

oj
o 

Er
eñ

o
ロ
ジ
ョ
エ
レ
ノ
石
灰
岩

堆
積
岩

石
灰
岩

中
生
代
白
亜
紀
前
期

ス
ペ
イ
ン

エ
ウ
ス
カ
ル
ヘ
リ
ア
博
物
館
・ビ

ラ
ボ
市
役
所
ホ
ー
ル
な
ど

20
24

20
41

So
ln

ho
fe

n 
Li

m
es

to
ne

ゾ
ル
ン
ホ
ー
ヘ
ン
の
石
灰
岩

堆
積
岩

石
灰
岩

中
生
代
ジ
ュ
ラ
紀
後
期

ド
イ
ツ

ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
司
教
館
（レ

ジ
デ
ン
ツ
）の

敷
石
・各

種
石
板
な
ど

20
24

21
27

Te
nn

es
se

e 
M

ar
bl

e
テ
ネ
シ
ー
の
大
理
石

堆
積
岩

石
灰
岩

古
生
代
オ
ル
ド
ビ
ス
紀
中
期

ア
メ
リ
カ

ラ
ム
ジ
ー
ハ
ウ
ス
・ジ

ョ
ン
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど

20
19

22
29

Ty
nd

al
l S

to
ne

テ
ィ
ン
ダ
ル
石

堆
積
岩

石
灰
岩

古
生
代
オ
ル
ド
ビ
ス
紀

カ
ナ
ダ

マ
ニ
ト
バ
州
議
事
堂
・サ

ス
カ
チ
ュ
ワ
ン
大
学
学
生
寮
な
ど

20
22

23
30

Vi
lla

m
ay

or
 S

to
ne

ビ
ジ
ャ
マ
ヨ
ー
ル
石
（黄

金
石
）

堆
積
岩

砂
岩

古
第
三
紀
始
新
世
中
期

ス
ペ
イ
ン

サ
ラ
マ
ン
カ
新
大
聖
堂
（サ

ラ
マ
ン
カ
の
旧
市
街
）な

ど
20

17

24
55

W
es

te
rn

 G
ha

ts
 L

at
er

ite
西
ガ
ー
ツ
山
脈
の
ラ
テ
ラ
イ
ト

堆
積
岩

ラ
テ
ラ
イ
ト

不
明
（デ

カ
ン
高
原
の
玄
武
岩
の
風
化
土
壌
）

イ
ン
ド

聖
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
教
会
・聖

カ
サ
リ
ナ
聖
堂
（ゴ

ア
の
教
会
群
）な

ど
20

24

25
54

Af
yo

n 
M

ar
bl

e
ア
フ
ヨ
ン
の
大
理
石

変
成
岩

大
理
石

古
生
代

ト
ル
コ

ケ
ル
ス
ス
図
書
館
（エ

フ
ェ
ソ
ス
遺
跡
）な

ど
20

24

26
2

Al
w

ar
 Q

ua
rtz

ite
ア
ル
ワ
ル
の
珪
岩

変
成
岩

珪
岩

原
生
代

イ
ン
ド

バ
ン
ガ
ル
フ
ォ
ー
ト
・イ

ー
サ
ハ
ー
ン
の
墓
（フ

マ
ユ
ー
ン
廟
）な

ど
20

22

27
5

Be
rn

ar
do

s 
Ph

yl
lit

e
ベ
ル
ナ
ル
ド
ス
の
千
枚
岩

変
成
岩

千
枚
岩

先
カ
ン
ブ
リ
ア
時
代
～
古
生
代
カ
ン
ブ
リ
ア
紀
前
期

ス
ペ
イ
ン

エ
ル
エ
ス
コ
リ
ア
ル
修
道
院
・ア

ル
カ
サ
ル
（軍

事
博
物
館
）な

ど
20

22

28
6

C
ar

ra
ra

 M
ar

bl
e

カ
ラ
ー
ラ
の
大
理
石

変
成
岩

大
理
石

中
生
代
三
畳
紀
中
・後

期
～
ジ
ュ
ラ
紀
前
期

イ
タ
リ
ア

ボ
ル
ゲ
ー
ゼ
美
術
館
の
ダ
ビ
デ
像
な
ど

20
17

29
7

C
on

ne
m

ar
a 

M
ar

bl
e

カ
ネ
マ
ラ
の
大
理
石

変
成
岩

大
理
石

新
原
生
代
～
古
生
代
オ
ル
ド
ビ
ス
紀

ア
イ
ル
ラ
ン
ド

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
自
然
史
博
物
館
（ロ

ン
ド
ン
）・
ロ
ン
ド
ン
自
然
史
博
物
館
な
ど

20
22

30
10

Es
tre

m
oz

 M
ar

bl
e

ア
ス
ト
レ
モ
ス
の
大
理
石

変
成
岩

大
理
石

古
生
代
カ
ン
ブ
リ
ア
紀
～
オ
ル
ド
ビ
ス
紀
？

ポ
ル
ト
ガ
ル

ペ
レ
ル
マ
ン

 パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ

 ア
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
）・
各
種
彫
刻
な
ど

20
17

31
34

Fa
co

id
al

 G
ne

is
s

フ
ァ
コ
イ
ダ
ル
片
麻
岩

変
成
岩

片
麻
岩

新
原
生
代

ブ
ラ
ジ
ル

ブ
ラ
ジ
ル
銀
行
文
化
セ
ン
タ
ー
な
ど

20
24

32
35

G
er

m
an

 R
oo

fin
g 

Sl
at

e
ド
イ
ツ
産
屋
根
用
粘
板
岩

変
成
岩

粘
板
岩

古
生
代
デ
ボ
ン
紀
～
石
炭
紀
前
期

ド
イ
ツ

マ
ル
ク
ス
ブ
ル
グ
城
な
ど

20
24

33
12

H
al

la
nd

ia
 G

ne
is

s
ハ
ッ
ラ
ン
ド
地
方
の
片
麻
岩

変
成
岩

片
麻
岩

原
生
代

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

ノ
ル
ブ
ロ
ー
（ス

ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
北
橋
）な

ど
20

17

34
36

H
im

ac
ha

l S
la

te
ヒ
マ
チ
ャ
ー
ル
の
粘
板
岩

変
成
岩

粘
板
岩

原
生
代

イ
ン
ド

ラ
ク
シ
ュ
ミ
ー
ナ
ー
ラ
ー
ヤ
ン
寺
院
な
ど

20
24

35
44

In
di

an
 C

ha
rn

oc
ki

te
イ
ン
ド
産
チ
ャ
ー
ノ
カ
イ
ト

変
成
岩

チ
ャ
ー
ノ
カ
イ
ト

新
原
生
代

イ
ン
ド

ヴ
ィ
ヴ
ェ
カ
ナ
ン
ダ
岩
記
念
堂
な
ど

20
24

36
15

Ko
lm

år
de

n 
(S

er
pe

nt
in

e)
 M

ar
bl

e
コ
ー
ル
モ
ー
デ
ン
の
大
理
石

変
成
岩

大
理
石

原
生
代

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

ウ
プ
サ
ラ
大
学
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
な
ど

20
19

37
38

Lu
go

 G
re

en
 P

hy
llit

e
ル
ー
ゴ
の
緑
色
千
枚
岩

変
成
岩

千
枚
岩

古
生
代
カ
ン
ブ
リ
ア
紀

ス
ペ
イ
ン

グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
（静

岡
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ア
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）な

ど
20

24

38
32

(W
hi

te
) M

ac
ae

l M
ar

bl
e

マ
カ
エ
ル
の
大
理
石

変
成
岩

大
理
石

中
生
代
三
畳
紀

ス
ペ
イ
ン

ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
宮
殿

な
ど

20
19

39
19

M
ak

ra
na

 M
ar

bl
e

マ
ク
ラ
ナ
の
大
理
石

変
成
岩

石
灰
岩

原
生
代

イ
ン
ド

タ
ー
ジ
マ
ハ
ル
・赤

い
城
（レ

ッ
ド
フ
ォ
ー
ト
建
造
物
群
）な

ど
20

19

40
42

Va
le

nt
ia

 S
la

te
バ
レ
ン
テ
ィ
ア
の
粘
板
岩

変
成
岩

粘
板
岩

古
生
代
デ
ボ
ン
紀
中
期

ア
イ
ル
ラ
ン
ド

墓
石
や
敷
石
な
ど

20
24

41
31

W
el

sh
 S

la
te

ウ
ェ
ー
ル
ズ
地
方
の
粘
板
岩

変
成
岩

粘
板
岩

古
生
代
カ
ン
ブ
リ
ア
紀

イ
ギ
リ
ス

デ
ィ
ザ
リ
ン
ト
ン
・フ

ラ
ッ
ク
ス
・ミ

ル
（デ

ィ
ザ
リ
ン
ト
ン
亜
麻
工
場
）な

ど
20

19

42
1

Al
pe

dr
et

e 
G

ra
ni

te
ア
ル
ペ
ド
レ
テ
の
花
崗
岩

火
成
岩

花
崗
岩

古
生
代

ス
ペ
イ
ン

マ
ド
リ
ー
ド
王
宮

・プ
ラ
ド
美
術
館
な
ど

20
19

43
8

D
ec

ca
n 

Ba
sa

lt
デ
カ
ン
高
原
の
玄
武
岩

火
成
岩

玄
武
岩

中
生
代
白
亜
紀
後
期
～
古
第
三
紀

イ
ン
ド

セ
ン
ト
ザ
ビ
エ
ル
大
学
・ア

ジ
ャ
ン
ダ
洞
窟
の
フ
ラ
ス
コ
画
な
ど

20
22

44
45

Id
de

fjo
rd

 g
ra

ni
te

ア
イ
フ
ィ
ヨ
ル
ド
の
花
崗
岩

火
成
岩

花
崗
岩

新
原
生
代

ノ
ル
ウ
ェ
ー

フ
ロ
グ
ネ
ル
公
園
（ヴ

ィ
ー
ゲ
ラ
ン
彫
刻
公
園
）な

ど
20

24

45
47

La
lib

el
a 

Ba
sa

lti
c 

Sc
or

ia
ラ
リ
ベ
ラ
の
玄
武
岩
質
ス
コ
リ
ア

火
成
岩

玄
武
岩
質
ス
コ
リ
ア

古
第
三
紀
漸
新
世
～
新
第
三
紀
中
新
世

エ
チ
オ
ピ
ア

ギ
ヨ
ル
ギ
ス
教
会
（ラ

リ
ベ
ラ
の
岩
窟
教
会
群
）な

ど
20

24

46
16

La
rv

ik
ite

ラ
ル
ビ
カ
イ
ト

火
成
岩

モ
ン
ゾ
ニ
岩

古
生
代
石
炭
紀
～
ペ
ル
ム
紀

ノ
ル
ウ
ェ
ー

旧
ノ
ル
ウ
ェ
ー
銀
行
本
社
・オ

ス
ロ
大
学
図
書
館
な
ど

20
17

47
39

M
al

m
sb

ur
y 

Bl
ue

st
on

e
マ
ル
ム
ズ
ベ
リ
ー
の
青
色
岩

火
成
岩

玄
武
岩

新
第
三
紀
鮮
新
世

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

セ
ン
ト
ポ
ー
ル
大
聖
堂
・マ

ル
ム
ズ
ベ
リ
ー
駅
な
ど

20
24

48
48

Po
rto

 G
ra

ni
te

ポ
ル
ト
の
花
崗
岩

火
成
岩

花
崗
岩

中
生
代
以
前

ポ
ル
ト
ガ
ル

フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ィ
ー
ナ
城
壁
な
ど

20
24

49
25

R
oc

hl
itz

 P
or

ph
yr

y 
Tu

ff
ロ
ッ
ホ
リ
ッ
ツ
の
珪
岩
質
凝
灰
岩

火
成
岩

溶
結
凝
灰
岩

古
生
代
ペ
ル
ム
紀

ド
イ
ツ

ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
旧
市
庁
舎
・聖

ト
ー
マ
ス
教
会
な
ど

20
22

50
26

R
os

a 
Be

ta
 G

ra
ni

te
ロ
ー
ザ
ベ
ー
タ
の
花
崗
岩

火
成
岩

石
英
質
モ
ン
ゾ
ニ
岩

古
生
代
石
炭
紀
後
期
～
ペ
ル
ム
紀
前
期

イ
タ
リ
ア

ロ
ー
マ
の
石

畳
，

Li
 L

ol
gh

（古
代
墓
石
）な

ど
20

19

51
50

Sa
rd

in
ia

n 
ba

sa
lt

サ
ル
デ
ィ
ー
ニ
ャ
の
玄
武
岩

火
成
岩

玄
武
岩
～
安
山
岩
質
玄
武
岩

新
第
三
紀
鮮
新
世
～
更
新
世

イ
タ
リ
ア

ス
ー
ヌ
ラ
ク
シ
（サ

ル
デ
ィ
ー
ニ
ャ
島
バ
ル
ー
ミ
ニ
）な

ど
20

24

52
28

Te
zo

an
tla

 W
hi

te
 T

uf
f

テ
ソ
ア
ン
ト
ラ
の
白
色
凝
灰
岩

火
成
岩

凝
灰
岩

新
第
三
紀
中
新
世

メ
キ
シ
コ

パ
チ
ュ
ー
カ
独
立
広
場
の
時
計
台
な
ど

20
22

53
51

Te
zo

nt
le

 v
ol

ca
ni

c 
sc

or
ia

テ
ゾ
ン
ト
ル
火
山
性
ス
コ
リ
ア

火
成
岩

玄
武
岩
～
玄
武
岩
質

-安
山
岩
質

ス
コ
リ
ア

新
第
三
紀
鮮
新
世
～
完
新
世

メ
キ
シ
コ

月
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
（テ

オ
テ
ィ
ワ
カ
ン
遺
跡
）な

ど
20

24

54
53

Ts
uk

ub
a 

M
as

si
f G

ra
ni

te
筑
波
山
塊
の
花
崗
岩

火
成
岩

花
崗
岩

中
生
代
白
亜
紀
後
期
～
古
第
三
紀

日
本

迎
賓
館
・日

本
橋
な
ど

20
24

55
52

Vi
ro

la
ht

i P
yt

er
lit

e
ヴ
ィ
ロ
ラ
ハ
テ
ィ
の
ピ
テ
ル
ラ
イ
ト

火
成
岩

花
崗
岩
（ラ

パ
キ
ビ
花
崗
岩
・

ピ
テ
ル
ラ
イ
ト
）

中
原
生
代
，
先
カ
ン
ブ
リ
ア
時
代

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
の
円
柱
（サ

ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
宮
殿
広
場
）な

ど
20

24

※
太

字
表

記
は

世
界

文
化

遺
産

に
認

定
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
示

す

単
行
本

掲
載
順

ウ
ェ
ブ

掲
載
順

名
称

（
※
カ
ッ
コ
内
は
単
行
本
で
の
表
記
名
）

名
称
（和

訳
）

岩
石
名

（
大
分
類
）

岩
石
名

（小
分
類
）

形
成
年
代

産
出
国

主
な
用
途
・建

築
物

認
定
年

1
46

An
çã

 L
im

es
to

ne
ア
ン
サ
ン
の
石
灰
岩

堆
積
岩

石
灰
岩

中
生
代
ジ
ュ
ラ
紀
中
期

ポ
ル
ト
ガ
ル

ブ
サ
コ
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
・マ

シ
ャ
ー
ド

 デ
 カ

ス
ト
ロ
美
術
館
な
ど

20
22

2
4

Ba
th

 S
to

ne
バ
ー
ス
石

堆
積
岩

石
灰
岩

中
生
代
ジ
ュ
ラ
紀
中
期

イ
ギ
リ
ス

ロ
イ
ヤ
ル
ク
レ
ッ
セ
ン
ト
・バ

ー
ス
寺
院
な
ど

20
19

3
33

Be
lg

ia
n 

bl
ac

k 
m

ar
bl

es
ベ
ル
ギ
ー
産
黒
色
大
理
石

堆
積
岩

石
灰
岩

古
生
代
デ
ボ
ン
紀
後
期
～
石
炭
紀
前
期

ベ
ル
ギ
ー

貴
石
加
工
美
術
館
（イ

タ
リ
ア
）・
墓
石
な
ど

20
24

4
20

(B
el

gi
an

 B
lu

st
on

e)
 P

et
it 

G
ra

ni
t

-P
ie

rre
 B

le
ue

 d
e 

Be
lg

iq
ue

-
（ベ

ル
ギ
ー
産
青
色
岩
）

プ
テ
ィ
・グ

ラ
ニ
ッ
ト

堆
積
岩

石
灰
岩

古
生
代
石
炭
紀

ベ
ル
ギ
ー

サ
ン
カ
ン
ト
ネ
ー
ル
門
（凱

旋
門
）・
パ
ン
テ
オ
ン
（フ

ラ
ン
ス
）な

ど
20

17

5
3

Br
ec

ha
 d

a 
Ar

ra
bi

da
ア
ラ
ー
ビ
ラ
の
角
礫
岩

堆
積
岩

石
灰
岩
（石

灰
質
角
礫
岩
）

中
生
代
ジ
ュ
ラ
紀
後
期

ポ
ル
ト
ガ
ル

ボ
ン
・ジ

ェ
ズ
ス
教
会

な
ど

20
22

6
43

D
en

iz
li 

Tr
av

er
tin

e
デ
ニ
ズ
リ
の

ト
ラ
バ
ー
チ
ン

堆
積
岩

石
灰
岩
（ト

ラ
バ
ー
チ
ン
）

第
四
紀

ト
ル
コ

ト
リ
ポ
リ
旧
市
街
（レ

プ
テ
ィ
ス
・マ

グ
ナ
遺
跡
）・
ラ
オ
デ
ィ
ケ
リ
ア
遺
跡
な
ど

20
24

7
9

Éc
ha

illo
n 

St
on

e
エ
シ
ャ
リ
オ
ン
石

堆
積
岩

石
灰
岩

中
生
代
ジ
ュ
ラ
紀
後
期
～
白
亜
紀
前
期

フ
ラ
ン
ス

ラ
・ダ

ン
ス
（オ

ペ
ラ
座
ガ
ル
ニ
エ
宮
）な

ど
20

22

8
11

G
lo

bi
ge

rin
a 

Li
m

es
to

ne
グ
ロ
ビ
ゲ
リ
ナ
石
灰
岩

堆
積
岩

石
灰
岩

新
第
三
紀
中
新
世

マ
ル
タ

マ
ル
タ
島
内
の
各
種
石
造
物

20
19

9
13

Ja
co

bs
vi

lle
 S

an
ds

to
ne

ジ
ェ
イ
コ
ブ
ス
ビ
ル
の
砂
岩

堆
積
岩

石
灰
岩

新
原
生
代

ア
メ
リ
カ

東
北
ア
メ
リ
カ
の
各
種
石
造
建
築

20
19

10
14

Ja
is

al
m

er
 L

im
es

to
ne

ジ
ャ
イ
サ
ル
メ
ー
ル
の
石
灰

岩
堆
積
岩

石
灰
岩

中
生
代
ジ
ュ
ラ
紀
中
～
後
期

イ
ン
ド

ジ
ャ
イ
サ
ル
メ
ー
ル
の
装
飾
建
築
な
ど

20
22

11
37

(J
ur

a 
M

ar
bl

e 
Li

m
es

to
ne

）
Li

m
es

to
ne

 J
ur

am
ar

m
or

ジ
ュ
ラ
マ
ル
モ
ル
の
石
灰
岩

堆
積
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IUGS Heritage Stones と『筑波山塊の花崗岩』

岩石別に見ると，堆積岩が 24件と最も多く，その中の 17

件は石灰岩が占めている．次に多かったのは変成岩の 17

件で，特に石灰岩起源の大理石が 7 件と多い．残りの 14

件は火成岩で，うち 7件が花崗岩を含む深成岩，それ以外

の 7件が玄武岩を主体とした火山岩だった．一方，国・地

域別で見ると，最も多いのがヨーロッパ諸国の 36件で，そ

の主要国はスペイン（6 件），ポルトガル（5 件），イタリア

とドイツ（共に4件）だった．次に多いのが日本を含むアジ

ア・オセアニア諸国の 11 件で，そのうち 7 件はインドが

占め，残りは南北アメリカ諸国の 7 件とアフリカ諸国の 1

件だった．以上の結果から，今回認定されたヘリテージス

トーンの多くはヨーロッパ諸国に偏っており，結果として，

これらの地域の建造物や彫刻でよく用いられる石灰岩や大

理石が多く認定されていることがわかる．

今回認定されたヘリテージストーンの特徴で特筆すべき

ことは，インドのタージマハルに使われている『マクラナ

の大理石』，スペインのマドリード王宮に使われている『ア

ルペドレテの花崗岩』，メキシコの月のピラミッドに使わ

れている『テゾントル火山性スコリア』など，計 20 件のヘ

リテージストーンが，世界文化遺産認定の建造物で用いら

れている天然石材であることである．今回認定された天然

石材の種類や産地に偏りがあるものの，これらの石材と共

に『筑波山塊の花崗岩』がヘリテージストーンに認定された

ことは大変光栄なことである．今回，IUGS-ICG のホーム

ページや単行本を通じてヘリテージストーンが広く周知さ

れたことで，今後さらに世界各国からの申請・認定が増え

ることが予想される．『筑波山塊の花崗岩』と同様，日本各

地には様々な地質学的背景と文化的活用の歴史を持った天

然石材が数多く存在している．国際社会の様々な分野にお

いて日本の存在感が薄れている昨今，国内から新たなヘリ

テージストーンが生まれることを願わずにはいられない．

６．おわりに

筑波山地域ジオパーク推進協議会では，本地域を代表す

る地質遺産の1つである『筑波山塊の花崗岩』の持続可能な

保全に向けて，その保全計画を立てる必要がある．それと

同時に，この地質遺産が育んできた『石のまち・石匠のま

ち』としての歴史や文化，産業を分かりやすく発信すること

で，地域住民，NPOや企業など多様な主体，本地域への郷

土愛やシビックプライドの醸成に繋げたいと考えている．

一方，3 つの石材組合やその連合会では，この地域の石材

産業の振興と発展，後継者の育成と技術の承継が大きな課

題となっている．これまでジオパークと石材産業は，地域

資源の保全と開発の観点から相容れないものと考えられて

きた（乾，2019）．しかし，有限の天然資源である花崗岩が

枯渇することや，地場産業としてこの地域の歴史や文化の

形成に大きく貢献してきた石材産業とその技術が途絶える

ことは，両者にとって望ましくないことである．よってこ

れからは，筑波山地域ジオパーク推進協議会と 3つの各石

材組合と連合会が，共に『筑波山塊の花崗岩』の持続可能な

保全と開発に繋がるアイディアを出し合う機会を増やし，

地域住民，NPOや企業など多様な主体との協働のもと，そ

のための仕組を少しずつ整備していくことが必要である．
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今泉　博之 1

１．はじめに

2025 年 4 月 1 日から，産業技術総合研究所（以下，産

総研という）の第 6 期中長期目標期間（7 年間）が開始され

ました．

この中長期目標（https://www.aist.go.jp/Portals/0/resource_ 

images/aist_j/outline/middle_target/chutyoukimokuhyou6.

pdf　閲覧日：2025年 5月 8日）の中で，経済産業省は，近

年の我が国を取り巻く状況が急速に変化し，地球規模では

エネルギー問題，温暖化を始めとする地球環境バランスの

変化，突発的な新興感染症の世界的流行，国際情勢の変化

による地政学的・保護主義的リスクの高まりといった予測

困難で不確実性の高い問題に直面すると同時に，国内では

少子高齢化，自然災害の増加といった社会課題を抱え，ま

た生成 AI や量子コンピューティングといった先端技術分

野における急激な技術進歩やこれらの覇権を狙う各国の技

術競争がますます激しくなっている，と指摘しています．

さらに，ヒト，モノ，カネなどのあらゆる流れが停滞した

り分断したりし，国民生活の安全・安心が脅かされ，人手

不足の深刻化や頻発する災害への備えや対応といった喫緊

の課題に対して科学技術・イノベーションが果たす役割が

一層重要となっている，とも指摘しています．

そのような中で，産総研は第 6 期中長期計画（https://

www.aist.go.jp/Portals/0/resource_images/aist_j/outline/

middle_plan/chuchoukikeikaku6.pdf　閲覧日：2025 年 5

月 8日）において，理事長のリーダーシップの下，

　（1）�世界最高水準の研究開発成果の創出及びその成果

の確実な社会実装

　（2）�企業，大学等の取組支援を通じたイノベーション

基盤の強化への貢献

　（3）�我が国のイノベーション・エコシステムの中核と

なる競争力のある研究所の運営

を推進することとし，産総研の総合力を活かした融合研究

を一層推進する研究開発体制を構築するべく，第 5 期で

整備した融合研究センター・ラボよりも実体的で強固な組

織として，研究開発成果の社会実装を加速するための実装

研究センターを新設することとしました．

ネイチャーポジティブ技術実装研究センターについて

1 産総研 研究戦略本部ネイチャーポジティブ技術実装研究センター（研究センター長） キーワード：実装研究センター，ネイチャーポジティブ

２．実装研究センター

第1表が新設された7つの実装研究センターを示してい

ます（https://www.aist.go.jp/aist_j/business/aboutus/irc.

html　閲覧日：2025 年 5 月 8 日）．第 6 期中長期計画に

おいて重点的に対応すべきとされた社会課題の解決に貢献

することを目指し，これら実装研究センターと各研究領域

が，各種の国家プロジェクトへの参画や企業との共同研究

等を積極的に行い，産総研の総合力を活かして研究開発を

推進し，社会実装につながる世界最高水準の研究開発成果

を創出します．そのために，第 5期中長期期間に設立した

AIST Solutions（以下，AISol という）と連携して社会実装の

方向性を描いた上で研究開発を進めるなど，より速くイン

パクトある社会実装につながるようにしていきます．

地質調査総合センター（以下，GSJ という）は，これらの

実装研究センターのうち，CCUS 実装研究センター，ネイ

チャーポジティブ技術実装研究センターおよびレジリエン

トインフラ実装研究センターと特に緊密に連携した研究開

発を推進します．具体的には，CCUS 実装研究センターに

おいて CO2 地中貯留に係る研究開発を，レジリエントイン

フラ実装研究センターにおいて電気探査装置の高度化と腐

食リスク評価技術及び異常の早期検知，損傷推定のための

AI 基盤モデルと損傷推定モデルの開発を担当します．

３．ネイチャーポジティブ技術実装研究センター

ネイチャーポジティブ技術実装研究センター（以下，

NPRC という）には GSJ，エネルギー・環境領域，計量標準

総合センター及びエレクトロニクス・製造領域の 4つの研

究領域から研究員が参画し，GSJ から最も多くの研究者が

参画しています．

ネイチャーポジティブ（Nature Positive）とは，生物多

様性の損失を食い止め，回復させることを目指す概念であ

り，地球環境の持続可能性を確保するための国際的な目標

となっています．これは，経済活動や社会システムが自然

（自然資本）に依存していることを認識し，環境（自然）破壊

を防ぐだけでなく，生態系を積極的に修復・強化（再興）し
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術シーズを組み合わせカスタマイズして AISol を通じて地域へ展開する社会実117 

装モデルを実践します。 118 

 119 

 120 

 121 

 122 

 123 

 124 

第 1 表 新設された 7つの実装研究センターとそれぞれの目標． 125 
社会課題 実装研究センター 研究開発の内容 

エネルギー・環境・ 
資源制約への対応 

CCUS実装研究センター 
カーボンニュートラル実現に向けた CO2 分
離・利用・固定・貯留技術の開発 

サーキュラーテクノロジー実装 
研究センター 

サーキュラーエコノミー実現に向けた資源
循環利用・評価技術の実証・システム化 

ネイチャーポジティブ技術実装 
研究センター 

ネイチャーポジティブ社会の実現に向けた
自然資本の保全・回復に資する計測・評価・
対策等の統合技術の開発 

人口減少・高齢化 
社会への対応 

次世代ものづくり実装研究 
センター 

生産性向上を見据えたデータ連携によるフ
レキシブル製造システムの開発 

ウェルビーイング実装研究 
センター 

ウェルビーイングや生産性の向上を目的と
した社会的基盤となる技術の開発 

セルフケア実装研究センター 
健康寿命延伸のためのパーソナルヘルスデ
ータ統合によるセルフケア技術の開発 

レジリエントな 
社会の実現 

レジリエントインフラ実装研究 
センター 

インフラ強靭化のための維持管理統合技術
の開発 

 126 

ていくアプローチと言えます．

国際的な状況としては，我が国が 1993 年に締結した生

物多様性条約の第15回締約国会議（CBD COP15）において

昆明・モントリオール生物多様性枠組（2022 年）が採択さ

れ，2030 年までに地球上の陸と海の 30 % 以上を保全す

る「30by30」目標等を掲げています．一方で，国連の「生物

多様性と生態系サービスに関する政府間科学政策プラット

フォーム（IPBES）」の報告によると，約 100 万種の動植物

が絶滅の危機に瀕している要因として，土地利用の変化，

気候変動，過剰な資源利用，汚染，外来種の侵入等を挙げ，

国際社会はネイチャーポジティブの実現に向けた取り組み

を加速させています．

国内では環境省，農林水産省，経済産業省，国土交通省

によって「ネイチャーポジティブ経済移行戦略」（2024 年）

が策定され，個々の企業等の価値創造プロセスに自然保全

の概念を重要課題（マテリアリティ）として位置付ける経

営への移行によって，自然に配慮する取り組みを消費者や

市場等が評価する社会へと変化し，行政や市民等の多様な

主体による取り組みが相まって，資金の流れの変革等を目

指しています．その一連の取り組みに係る枠組みを提供す

るのが自然関連財務情報開示タスクフォース（TNFD）であ

り，推奨されている自然関連のリスクと機会の評価・開示

の流れが LEAP アプローチ，つまり Locate（発見），Evaluate

（診断），Assess（評価）及び Prepare（準備）の各フェーズで

リスクと機会を評価する手法です．我が国は世界の中でも

TNFD の枠組みに沿って自然との関係性に係る情報開示が

先行している状況であるため，LEAP アプローチに対する

科学技術面からの支援がネイチャーポジティブ社会の実現

における主要なプレーヤーの1つである企業等に最も有効

と考えられます．また「30by30」の達成，そして本質的な

ネイチャーポジティブに向けては，企業単位だけでなく，

（生物多様性増進法で示されている）地域単位・自治体単位

での自然資本の評価・回復等が重要であるため，地域（都

市部を含む）・自治体単位での評価方法の確立及びその社会

実装の推進も有効と位置付けています．

加えて，我々の技術シーズを活用した社会実装を推進す

るためには，AISol の情報収集・コンサルティング機能が

不可欠です．そこで NPRC は，都市部を含む地域（あるい

は場）において AISol が抽出した社会ニーズに基づき，既有

の技術シーズを組み合わせカスタマイズして AISol を通じ

て地域へ展開する社会実装モデルを実践します．

第 1表　新設された 7つの実装研究センターとそれぞれの目標．

IMAIZUMI Hiroyuki (2025) Introduction of Integrated 
Research Center for Nature Positive Technology.

（受付：2025 年 5月 8日）



GSJ 地質ニュース Vol. 14  No. 9（2025 年 9月）          249

利光　誠一 1・宮崎　一博 1

１．はじめに

地質調査総合センター（GSJ）は地質人材育成コンソー

シアムの活動としてジオ・スクール事業（https://www.gsj.

jp/geoschool/index.html　閲覧日：2024 年 11 月 29 日）

を行っており，その一環として 2017 年度から地質調査研

修を毎年 2 回開催してきました（利光ほか，2024；藪田・

利光，2025 など）．本研修は実務的な地質学の知識や技術

の継承と専門人材の育成が目的です（鹿野・村岡，2018 な

ど）．第 1回は地質調査や地質図作成未経験の方向け，第 2

回は経験のある方を対象に初級者向けとして開催してきま

した．毎年度の地質調査研修を重ねる中で研修の参加者か

ら，上位級の研修について問われることが何度かありまし

たので，この度，経験のある方を対象にした中級者向けのプ

ログラムを作成するに至りました．これを第3回地質調査

研修として企画しました．研修地は福岡県福岡市の能
のこのしま

古島

（第 1 図）です．2024 年度の開催期間は 11 月 11 日（月）

〜 11月 17日（日）としました．

7 月初めに地質調査について経験のある方を対象として

募集開始したところ，資源系や地質コンサルタント等の企

業，博物館や研究機関などからの6名の応募がありました．

講師はGSJの利光誠一と宮崎一博が務めました．島根県出

雲市の島根半島で実施している初級者向けの第2回地質調

査研修では，新第三紀の堆積岩（火砕岩を含む）とそれに貫

入する深成岩岩床（シル）が調査の対象です（藪田・利光，

2025 など）．一方，中級者向けプログラムの研修地の能古

島では古生代の変成岩，中生代の深成岩，新生代の堆積岩

と火山岩など，分布している岩石種やその形成年代が多様

です．南北約 3.5 km，東西約 2 km，標高の最高点は 195 

m の小さな島のほぼ全てを対象地域として踏査し，層序を

組み立て，地質図を作成することを目標としています．

調査実習の対象地域（能古島）の地質は，古生代の広域変

成作用を被った三郡 - 蓮華変成岩（泥質片岩，砂質片岩，珪

質片岩，苦鉄質片岩など）と，ここに白亜紀の北崎トーナ

ル岩のマグマが貫入してできたバソリス状の深成岩とが基

盤岩となっています．この貫入により，三郡 - 蓮華変成岩

は熱変成を被っています．変成岩は大まかに能古島の南半

2024年度第3回地質調査研修（中級者向け）実施報告

1 産総研 地質調査総合センター連携推進室 キーワード：ジオ・スクール，地質調査，座学，研修，中級，福岡市能古島，変成岩，火成岩，堆積岩

分，トーナル岩は北半分に分布しています．そしてこれら

の変成岩およびトーナル岩の双方に，白亜紀の珪長質〜苦

鉄質火成岩の岩脈が見られます．古第三紀には，福岡炭田

の一部でもある始新世の福岡層群残
のこのしま

島層の礫岩・砂岩・泥

岩・凝灰岩が変成岩を覆って堆積しており，能古島の南部

に分布しています．変成岩，トーナル岩，および残島層を

覆って，新第三紀鮮新世の能古砂礫層（細〜中礫含むアル

コース質砂）と能古島アルカリ玄武岩が分布しています（唐

木田ほか，1994）．

この研修では，後述のように初日の午後に宿泊予定の福

岡県糸島市のホテル・ロビーに集合し，2 日目から 6 日目

まで連日糸島市と能古島を往復して，昼間の野外地質調査

と夜間の室内実習（調査データ整理および地質図作成）を行

いました．最終日は，昼間の室内作業で地質図と地質断面

図の完成を目指しました．

第 1図　�能古島の位置図と主な地名など．地理院地図（国土地理院）
に地名等加筆．
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２．研修の概要

7 日間にわたって行われた研修の日々の概要は以下のよ

うになります．

11 月 11 日：
宿泊ホテル（JR 糸島高校前駅北側）に集合後，簡単なオ

リエンテーション．その後，糸島高校前駅の南側にある公

園に出かけ，クリノメーターを使って磁北の方位測定，歩

幅の計測，クリノメーターと歩測に基づくルートマップの

作成（第 2 図）．夜は，宿泊ホテルの会議室で地質調査や

地質学の概要の講義．能古島に分布する代表的な岩石標本

セットの観察．

11 月 12 日：
能古島の西海岸に露出する三郡 - 蓮華変成岩，中生代白

亜紀の火成岩類岩脈，福岡層群残島層の調査（第 3 図，第

4 図）．夜は，一般的な岩石標本セット，および能古島の

代表的な岩石標本セットの観察．現地調査で得られた地質

データの整理（ルートマップやフィールドノートの墨入れ

など）．

11 月 13 日：
西海岸に露出する三郡 - 蓮華変成岩と北崎トーナル岩の

接触関係の観察．南東部の海岸および道路沿いに露出する

三郡 - 蓮華変成岩と残島層との接触関係の観察（第 5 図）．

夜は，現地調査で得られた地質データの整理（ルートマッ

プやフィールドノートの墨入れなど）．

11 月 14 日：
前日に続き，南東部の道路沿いと海岸において三郡 - 蓮

第 2図　�クリノメーターと歩測によるルートマップの作成実習．中
級のプログラムではあるが，復習を兼ねてまずは基礎的な
ところから始めた．研修初日，糸島高校前駅の南方の伊都
の杜第 1公園で撮影．

第 3図　�能古島西岸における古第三紀の福岡層群残島層の観察と説
明風景．海を挟んで遠方に見えるのは，糸島半島の山々．
右端には能古島の白鳥崎の一部と玄界島も見える．研修 2
日目，能古島南西部海岸で撮影．

第 4図　�泥質片岩とトーナル岩の境界．能古島西岸を南部（写真の右
方向）から三郡 - 蓮華変成岩（泥質片岩など）の分布を調査
しながら西岸の中程に来たところで，北崎トーナル岩と接
触する境界の観察をすることができる．写真右端の講師の
足元付近が境界部で，これより北部（写真左方向）にかけて
北崎トーナル岩が広く分布している．同じく講師の足元に
は，境界にほぼ直交するようにトーナル岩から泥質片岩を
貫く暗灰色のランプロファイア岩脈が見られる．研修 3日
目，能古島西海岸にて撮影．

華変成岩と残島層との接触関係の調査．東部の道路沿いの

三郡 - 蓮華変成岩，北崎トーナル岩，能古島アルカリ玄武

岩の分布調査（第 6図）．東海岸に露出する三郡 - 蓮華変成

岩と北崎トーナル岩，能古島アルカリ玄武岩の分布調査．

北崎トーナル岩の中に見られる白亜紀の貫入岩類と断層の

観察（第 7 図）．海岸部の能古島アルカリ玄武岩露頭の観

察（第 8図）．夜は，現地調査で得られた地質データの整理

（ルートマップやフィールドノートの墨入れ，地質境界線
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第 5図　�三郡 - 蓮華変成岩と福岡層群残島層の不整合露頭．左 3名
の人物の肩のあたりから中央の人物の大腿部あたりにかけ
て変成岩と堆積岩の不整合面が見られる．写真左下側に変
成岩（泥質片岩），右上側に堆積岩（礫岩）が分布するが，多
くの部分は植生と表土で覆われて露頭は見えない．研修 3
日目，能古島南東部の城ノ浦付近で撮影．

第 6図　�玄武岩露頭の調査の様子．能古島東部の道路沿いの調査を
しながら，法面の上方に能古島アルカリ玄武岩の露頭を見
つけたので，草木をかき分けて露頭に近づいて調査をして
いるところ．研修 4日目，大泊地区で撮影．

の作図など）．

11 月 15 日：
西部の道路（自然探勝路）沿いを踏査．三郡-蓮華変成岩，

北崎トーナル岩，残島層と能古島アルカリ玄武岩等の分布

調査（第 9 図）．夜は，現地調査で得られたデータの整理

（ルートマップやフィールドノートの墨入れ，地質境界線

の作図など）．

11 月 16 日：
南部の道路沿いを踏査．三郡 - 蓮華変成岩，残島層，能

古島アルカリ玄武岩，能古砂礫層などの分布調査（第 10

第 7図　�トーナル岩露頭の中に見られる断層の観察の様子．北崎トー
ナル岩の露頭の調査で見つけた断層の観察をして，断層面
の走向傾斜や破砕帯の幅などを測定しているところ．研修
4日目，能古島東岸の土手崎の北方で撮影．

第 8図　�北浦町の海岸に露出する玄武岩の調査の様子．能古島では，
標高の高いところに能古島アルカリ玄武岩台地が広がるが，
海岸の砂浜の中に岩頸と考えられる玄武岩露頭が観察され
る．研修 4日目，能古島東岸で撮影．

図）．夜は，糸島市立前原南コミュニティセンター研修室

において現地調査で得られた地質データの整理（ルート

マップやフィールドノートの墨入れなど），地質図の作成．

11 月 17 日：
能古博物館の研修室で地質図および地質断面図作成（第

11 図）．研修室に展示されている福岡市西区長垂山のペグ

マタイト鉱物コレクションの観察，館内見学など．

この研修では，能古島での対面研修の前に，地質調査や

地質図作成に関する教科書をあらかじめ指定して熟読する
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こと，合わせて地質図学の問題を送付しておきこれを解く

ことなどを事前学習として課しました．地質図学の事前課

題を解くための参考書などもあらかじめ提示しておきまし

た．そして，対面研修の前週にリモートレクチャーを行い，

地質図学の事前課題の解き方の説明をしました．

このようにして迎えた福岡市能古島での研修では，5 日

目午前に弱い雨が降りましたが，概ね順調に野外での地質

調査の実習が進みました．実質5日間の短い野外研修日程

ではありましたが，参加者のほとんどの方が地質図の完成

第 9図　�能古島西部の風化したトーナル岩の露頭調査の様子．能古
島西部の自然探勝路沿いに能古島アルカリ玄武岩と，その
下位にある北崎トーナル岩の分布調査をした．内陸部では
両岩体共に風化が進んでいる露頭も多い．研修 5日目，能
古島西部の中程の地点で撮影．

第 10 図　�能古砂礫層の調査の様子．能古島の渡船場から北部（アイ
ランドパーク）に行くバス路線沿いを踏査し，道路脇の法
面に露出する能古砂礫層を観察する．能古砂礫層は，アル
コース質の砂層で，未固結の地層である．ここでは，下草
が刈られたところで地層が露出している．研修 6日目に，
能古小・中学校の北西の道路沿いで撮影．

第 11 図　�能古博物館の研修室での地質図作成の様子．研修最終日（7
日目）に，前日までの 5日間の野外地質調査実習で取得し
た地質データを整理して，地質図学を用いて地質図や地質
断面図を作成する．

あるいはそれに近いところまで進みました．地質図が完成

した 1 名の方は，地質断面図の作成段階に入りましたが，

地質断面図の完成には至りませんでした．受講者の皆さん

には，研修終了後も会社や自宅などで配布資料を参考にし

ながら引き続き地質図および地質断面図作成に取り組まれ

るようお伝えし，研修を終えました．

研修の中で地質図学の理解を深めるために，3D プリン

ターで作成した能古島の立体模型を準備し（兼子尚知氏作

製），これにスリット光を当てて見せられるよう準備しま

した（立体模型とスリット光については，利光ほか，2023

など参照）．また，今年度新たに開発した谷 - 尾根地形ペー

パークラフトも準備し，スリット光を当てて地質図学の視

覚的イメージを体感できるようにしました（藪田・利光，

2025を参照）．さらに，調査地の地質の理解促進のために，

事前の下見で当地の代表的な変成岩や火成岩の標本セット

を作成し，初日夜の座学で観察時間を設けました．この岩

石標本セットは受講者に好評で，5 日目までの夜の座学の

時にいつでも参照できるように会場に置いていたところ，

地質データ整理の傍ら毎夜観察する受講者も複数名おりま

した．

３．研修参加者からの感想など

ジオ・スクールにおける各研修では，終了後に参加者に

アンケートを配布して回答いただくようにお願いしていま

す．今回の地質調査研修でも事後アンケートを配信して回

答をいただいています．「事前学習」，「現地での調査実習」，

「現地での夜の座学」の 3 点について大半の方から「非常に
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満足」，「満足」との評価をいただきましたが，1 名の方か

ら事前学習について「普通」という評価がありました．記述

式のコメントでも「満足」いただけた様子が書かれていまし

た．さらに，開催時期についての問いを設けたところ，11

月の開催について，今年は夏が暑かったためかこの時期に

蚊がいたことは気になったが気候は適していたとの肯定的

な意見がありました．

一方，改善や注意を要する主なコメントとしては以下の

ものがありました（一部，対応などについても記述）．

・�現場でのクリノメーターを使った面構造の測定時に「個

人ごとの誤差が大きいことがあった」というコメントが

ありました．それぞれのクリノメーターそのものに誤差

がありますが，それ以上の誤差であったと考えられると

のことで，現場での研修指導の際にもう少し注意が必要

であったと反省する材料をいただきました．

・�日中の野外調査から戻って，夜の座学を開始するまでの

食事・休憩時間について，もう少し時間的余裕が欲しい

とのコメントもありました．座学の終了時間との関係も

ありますので，検討してみたいと思います．

・�複数の方からのコメントとして，宿泊ホテルの居住性な

どには満足いただいたようですが，野外実習地からの距

離が遠い（移動時間が長い）との声がありました．この

ことについは，事前に宿泊施設を探した際に気になって

いたことなのですが，なかなか野外実習地の近くに条件

の良い宿泊施設が見つからなかったために研修の事前案

内でもご理解をお願いしていたところです．

・�野外調査が 5 日間ということで日程的には問題はなかっ

たが，最初はどうしても岩相の観察のため予定に対して

遅れ気味になること，地質図作成段階に入るのはかなり

の露頭を回った後になる関係で最終日付近の室内研修が

慌ただしくなるためルートマップを振り返りながら考え

る余裕がない場面もあり，研修中に最後の断面図の作成

までたどり着けなかったのが心残りであった．そして参

加者側も最終日付近の状況が予想しやすくなると思うの

で，次回は今回の様子をあらかじめ伝えられると研修が

進めやすいのではないか，とのコメントがありました．

今回の報告などを事前に参加者に紹介するよう対応した

いと思います．

アンケート結果については，それぞれのご意見を参考に

しながら，次回以降の研修での改善に向けて取り組んでい

きたいと考えています．一方，この紙ベースでの地質調査

研修の内容にはご理解とご満足いただいた上で，新たな

研修として GIS などを用いて地質図を作成し，諸々の関連

データの解析もできる研修についてのご提案もいただきま

した．また，ジオ・スクールで実施する他の研修も受講し

てみたいとのご希望もいただきました．

４．おわりに

今回初めて中級の第 3 回地質調査研修を企画しました．

前述のように 7 月初めに本研修の募集を開始したところ，

幸いなことにかなり早い時期に定員が埋まる申し込み状況

でした．募集開始後も内容の検討を重ねながら実施に向け

ての準備をして現地での研修日を迎えることができまし

た．研修内容や日程等については，参加者のアンケート回

答や現場での感想を参考にして今後も少しずつ更新してい

ければと考えています．

本研修の実施にあたり，公益財団法人亀陽文庫 能古博

物館および糸島市立前原南コミュニティセンターには，調

査データの整理や地質図作成作業のための研修室利用に便

宜を図っていただくなどのご協力をいただきました．調査

実習地である能古島の方々にも暖かく迎えていただきまし

た．地質標本館からは岩石標本セットを貸与していただき

ました．地質情報基盤センターの兼子尚知氏には，3Dプリ

ンターで作製した能古島の立体模型を提供していただきま

した．GSJ 研修事務局の皆さんには新たな研修企画に際し

て，いろいろとご意見をいただくことができ，また本稿執

筆においてもご助言等いただきました．この場を借りてご

協力いただいた皆様に御礼申し上げます．
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利光　誠一 1・斎藤　眞 1

１．はじめに

産総研地質調査総合センター（GSJ）では，地質系・資源

系などの地質関連企業の技術者などを対象に 2007 年から

地質調査研修を協力企業あるいは学会などと連携して毎年

実施してきました．各回の募集に対して，対象とした企業

技術者の他に，博物館職員や大学院生などが応募して参加

することも時折ありました．近年，大学などで地質調査や

地質図作成の経験をせずに地質関連会社（資源系，土木・建

設系，環境系）に入ってくる社員が年々多くなり，そういう

若手技術者向けに，地質調査と地質図作りの基本を教える

研修を毎年有料で企画してほしいと当時資源系の民間会社

にいた元 GSJ 海外地質協力室長の嶋崎吉彦氏から依頼を受

けたことがこの研修のきっかけです（徳橋，2008，2010b，

2013 など参照）．2007 年度からの地質調査研修開始当初

は，地学情報サービス株式会社（つくば市）の管理・運営の

下で実施されていました．その後，諸般の事情で，2012 年

度から一般社団法人日本地質学会が主催となり，2017 年

度からは産総研地質人材コンソーシアムが主催となって実

施しています．この間，一貫して GSJ が共催あるいは後援

となり，講師と講師補佐 1 名ずつを派遣してきました（OB

や客員研究員含む；第 1 表）．研修では丁寧で行き届いた

指導をするために，受講者の定員を 6 名（当初の 3 年間は

5 名程度）として実施してきました．本研修に関して，第 1

表に示すように多くの報告が残されているので，これらを

参照しながら，以下に過去の地質調査研修の様子を概略し

ます．

２．2007 年度から 2016 年度までの地質調査研修

上述したようにこの期間は，地学情報サービス株式会

社（2007 年度〜 2011 年度），一般社団法人日本地質学会

（2012 年度〜 2016 年度；https://geosociety.jp/engineer/

content0021.html　閲覧日：2025 年 2 月 5 日）により，事

業の管理・運営が産総研外でなされていましたが，両方の

期間を通じて，徳橋秀一氏（開始当初は地圏資源環境研究部

産総研地質調査総合センターの地質調査研修のあゆみ

1 産総研 地質調査総合センター連携推進室 キーワード：�地質調査研修，地学情報サービス，日本地質学会，産総研地質人材育
成コンソーシアム，座学，野外調査，CPD

門主任研究員，後に客員研究員）が講師を務め，さらに GSJ

から講師補佐 1 名（2007 年度は OB の滝澤文教氏，以後は

GSJ 職員が担当；第 1 表）を加えて，千葉県の房総半島で 5

日間の研修を年 1 回（時に 2 回）のペースで実施しました．

徳橋氏は房総半島に分布する古第三紀層・新第三紀層を長

く詳細に研究してきており，このフィールドが短期間で行

う地質調査研修の実習地に適していることを熟知していた

ため，ここを研修地に選定しました（徳橋，2010b など）．

当時の研修では，初日の昼前に JR 君津駅に集合し，車

で研修地に向かいました．4 日目までに研修地の道路沿い

や沢沿いに受講者が各自でクリノメーターを使って方位を

測り，歩測で距離を測りながら方眼目盛りのあるフィール

ドノートに描き込んでルートマップを作成していきまし

た．この調査実習地域では，新第三紀の堆積層の中に多数

の凝灰岩が挟まれているため，それらの 1 枚 1 枚を丁寧に

記載・識別していき，蛇行する沢や隣接する道路に露出す

る同一層準の凝灰岩と対比して簡単な岩相図を作成しまし

た．夜は，その日の調査データを記載したフィールドノー

トの墨入れをし，そしてルートマップのデータを等高線の

入った地形図に転載し，暫定的な地質図作成の作業をしま

した．最終日は，関連する露頭や博物館施設などの見学を

して午後 3 時くらいに JR 勝浦駅で解散という日程でした．

そして 4 日目までの調査で作成したルートマップから最終

的な地質図と地質断面図を作成して後日提出という宿題も

課していました（徳橋・細井，2017 など）．

野外で行う地質調査は天候の影響を大きく受けるため，

安全確保も含めて雨天時の臨機応変な調査ルートやスケ

ジュール変更なども考慮する必要があります．また，天候

以外の突発的な自然災害の影響も受けることがあります．

徳橋（2010b）に具体例が言及されています．2011 年度春

季の研修（2 月 1 日募集開始で 5 月 16 日〜 20 日に研修実

施）では，同年 3 月 11 日に東北地方太平洋沖地震が発生し，

東北地方から房総半島の太平洋側を中心に大きな地震・津

波災害に見舞われて間もない頃でした．この時，講師の徳

橋氏が研修の前に実習地周辺の状況が問題ないことを確認

することで無事研修が実現し，参加した受講者も意気高く



GSJ 地質ニュース Vol. 14  No. 9（2025 年 9 月）          255

GSJ の地質調査研修のあゆみ

印
刷

物
W
EB

報
告
（
い
ず
れ
も
20
25
年
2月

5日
閲
覧
）

2
0
0
7
年

度
秋

季
徳

橋
秀

一
滝

沢
文

教
4

徳
橋

（
2
0
0
8
, 
2
0
1
0
b）

2
0
0
8
年

度
秋

季
徳

橋
秀

一
斎

藤
　

眞
3

徳
橋

（
2
0
1
0
b）

2
0
0
9
年

度
秋

季
徳

橋
秀

一
柳

沢
幸

夫
5

徳
橋

（
2
0
1
0
b）

2
0
1
0
年

度
秋

季
徳

橋
秀

一
中

澤
　

努
6

　
　

　
　

　
参

考
（
参

加
者

募
集

ペ
ー

ジ
）
：
日

本
地

質
学

会
N

e
w

s,
 v

o
l. 

1
3
, 
n
o
. 
6
（
2
0
1
0
年

6
月

号
),
 p

. 
1
0

2
0
1
1
年

度
春

季
徳

橋
秀

一
吉

川
敏

之
6

ht
tp
s:/
/g
eo
so
cie
ty
.jp
/e
ng
in
ee
r/
co
nt
en
t0
02
5.
ht
m
l

2
0
1
2
年

度
秋

季
徳

橋
秀

一
中

島
　

礼
6

徳
橋

・
中

島
（
2
0
1
2
）

ht
tp
s:/
/g
eo
so
cie
ty
.jp
/e
ng
in
ee
r/
co
nt
en
t0
02
2.
ht
m
l

2
0
1
3
年

度
春

季
徳

橋
秀

一
辻

野
　

匠
6

徳
橋

・
辻

野
（
2
0
1
3
）

ht
tp
s:/
/g
eo
so
cie
ty
.jp
/e
ng
in
ee
r/
co
nt
en
t0
03
1.
ht
m
l

2
0
1
3
年

度
秋

季
徳

橋
秀

一
納

谷
友

規
6

徳
橋

・
納

谷
（
2
0
1
3
）

ht
tp
s:/
/g
eo
so
cie
ty
.jp
/e
ng
in
ee
r/
co
nt
en
t0
03
4.
ht
m
l

2
0
1
4
年

度
秋

季
徳

橋
秀

一
工

藤
　

崇
6

徳
橋

・
工

藤
（
2
0
1
4
）

ht
tp
s:/
/g
eo
so
cie
ty
.jp
/e
ng
in
ee
r/
co
nt
en
t0
03
8.
ht
m
l

2
0
1
5
年

度
春

季
徳

橋
秀

一
小

松
原

純
子

6
徳

橋
・
小

松
原

（
2
0
1
5
）
ht
tp
s:/
/g
eo
so
cie
ty
.jp
/e
ng
in
ee
r/
co
nt
en
t0
04
2.
ht
m
l

2
0
1
5
年

度
秋

季
徳

橋
秀

一
宇

都
宮

正
志

6
徳

橋
・
宇

都
宮

（
2
0
1
5
）
ht
tp
s:/
/g
eo
so
cie
ty
.jp
/e
ng
in
ee
r/
co
nt
en
t0
04
4.
ht
m
l

2
0
1
6
年

度
秋

季
徳

橋
秀

一
細

井
　

淳
6

徳
橋

・
細

井
（
2
0
1
7
）

ht
tp
s:/
/g
eo
so
cie
ty
.jp
/e
ng
in
ee
r/
co
nt
en
t0
04
7.
ht
m
l

2
0
1
7
年

度
秋

季
鹿

野
和

彦
佐

藤
大

介
4

ht
tp
s:/
/w
ww
.g
sj
.jp
/g
eo
sc
ho
ol
/g
eo
tra
in
in
g/
20
17
au
tu
m
n.
ht
m
l

2
0
1
8
年

度
春

季
鹿

野
和

彦
村

岡
や

よ
い

6
鹿

野
・
村

岡
（
2
0
1
8
）

ht
tp
s:/
/w
ww
.g
sj
.jp
/g
eo
sc
ho
ol
/g
eo
tra
in
in
g/
20
18
sp
rin
g.
ht
m
l

2
0
1
8
年

度
秋

季
鹿

野
和

彦
山

﨑
誠

子
5

内
倉

ほ
か

（
2
0
1
9
）

ht
tp
s:/
/w
ww
.g
sj
.jp
/g
eo
sc
ho
ol
/g
eo
tra
in
in
g/
20
18
au
tu
m
n.
ht
m
l

2
0
1
9
年

度
春

季
鹿

野
和

彦
南

　
裕

介
6

ht
tp
s:/
/w
ww
.g
sj
.jp
/g
eo
sc
ho
ol
/g
eo
tra
in
in
g/
20
19
sp
rin
g.
ht
m
l

2
0
1
9
年

度
秋

季
鹿

野
和

彦
利

光
誠

一
4

ht
tp
s:/
/w
ww
.g
sj
.jp
/g
eo
sc
ho
ol
/g
eo
tra
in
in
g/
20
19
au
tu
m
n.
ht
m
l

2
0
2
0
年

度
第

1
回

利
光

誠
一

・
柳

沢
幸

夫
荒

岡
大

輔
6

ht
tp
s:/
/w
ww
.g
sj
.jp
/g
eo
sc
ho
ol
/g
eo
tra
in
in
g/
20
20
-1
.h
tm
l

2
0
2
0
年

度
第

1
回

追
加

利
光

誠
一

・
柳

沢
幸

夫
眞

弓
大

介
6

ht
tp
s:/
/w
ww
.g
sj
.jp
/g
eo
sc
ho
ol
/g
eo
tra
in
in
g/
20
20
-1
-1
.h
tm
l

2
0
2
0
年

度
第

2
回

利
光

誠
一

荒
岡

大
輔

5
島

根
県

出
雲

市
 島

根
半

島
利

光
ほ

か
（
2
0
2
1
c
）

ht
tp
s:/
/w
ww
.g
sj
.jp
/g
eo
sc
ho
ol
/g
eo
tra
in
in
g/
20
20
-2
.h
tm
l

2
0
2
1
年

度
第

1
回

利
光

誠
一

・
柳

沢
幸

夫
後

藤
宏

樹
6

茨
城

県
つ

く
ば

市
（
講

義
・
演

習
）
，

茨
城

県
ひ

た
ち

な
か

市
，

福
島

県
双

葉
郡

広
野

町
・
い

わ
き

市
利

光
ほ

か
（
2
0
2
1
b）

ht
tp
s:/
/w
ww
.g
sj
.jp
/g
eo
sc
ho
ol
/g
eo
tra
in
in
g/
20
21
.h
tm
l

2
0
2
1
年

度
第

2
回

利
光

誠
一

遠
山

知
亜

紀
4

島
根

県
出

雲
市

 島
根

半
島

利
光

・
遠

山
（
2
0
2
2
）

ht
tp
s:/
/w
ww
.g
sj
.jp
/g
eo
sc
ho
ol
/g
eo
tra
in
in
g/
20
21
-2
.h
tm
l

2
0
2
2
年

度
第

1
回

利
光

誠
一

渡
辺

真
人

6
ht
tp
s:/
/w
ww
.g
sj
.jp
/g
eo
sc
ho
ol
/g
eo
tra
in
in
g/
20
22
.h
tm
l

2
0
2
2
年

度
第

1
回

追
加

利
光

誠
一

兼
子

尚
知

6
ht
tp
s:/
/w
ww
.g
sj
.jp
/g
eo
sc
ho
ol
/g
eo
tra
in
in
g/
20
22
-1
.h
tm
l

2
0
2
2
年

度
第

2
回

利
光

誠
一

金
子

翔
平

6
島

根
県

出
雲

市
 島

根
半

島
利

光
・
金

子
（
2
0
2
3
）

ht
tp
s:/
/w
ww
.g
sj
.jp
/g
eo
sc
ho
ol
/g
eo
tra
in
in
g/
20
22
-2
.h
tm
l

2
0
2
3
年

度
第

1
回

利
光

誠
一

森
田

澄
人

6
ht
tp
s:/
/w
ww
.g
sj
.jp
/g
eo
sc
ho
ol
/g
eo
tra
in
in
g/
20
23
-1
.h
tm
l

2
0
2
3
年

度
第

1
回

追
加

利
光

誠
一

金
子

翔
平

6
ht
tp
s:/
/w
ww
.g
sj
.jp
/g
eo
sc
ho
ol
/g
eo
tra
in
in
g/
20
23
-1
-2
.h
tm
l

2
0
2
3
年

度
第

2
回

利
光

誠
一

谷
内

　
元

6
島

根
県

出
雲

市
 島

根
半

島
利

光
・
谷

内
（
2
0
2
4
）

ht
tp
s:/
/w
ww
.g
sj
.jp
/g
eo
sc
ho
ol
/g
eo
tra
in
in
g/
20
23
-2
.h
tm
l

2
0
2
4
年

度
第

1
回

利
光

誠
一

羽
地

俊
樹

6
ht
tp
s:/
/w
ww
.g
sj
.jp
/g
eo
sc
ho
ol
/g
eo
tra
in
in
g/
20
24
-1
.h
tm
l

2
0
2
4
年

度
第

1
回

追
加

利
光

誠
一

住
田

達
哉

6
ht
tp
s:/
/w
ww
.g
sj
.jp
/g
eo
sc
ho
ol
/g
eo
tra
in
in
g/
20
24
-1
-2
.h
tm
l

2
0
2
4
年

度
第

2
回

利
光

誠
一

藪
田

桜
子

6
島

根
県

出
雲

市
 島

根
半

島
藪

田
・
利

光
（
2
0
2
5
）

ht
tp
s:/
/w
ww
.g
sj
.jp
/g
eo
sc
ho
ol
/g
eo
tra
in
in
g/
20
24
-2
.h
tm
l

2
0
2
4
年

度
第

3
回

利
光

誠
一

宮
崎

一
博

6
福

岡
県

福
岡

市
 能

古
島

利
光

・
宮

崎
（
2
0
2
5
a,

 b
）
ht
tp
s:/
/w
ww
.g
sj
.jp
/g
eo
sc
ho
ol
/g
eo
tra
in
in
g/
20
24
-3
.h
tm
l

茨
城

県
つ

く
ば

市
（
講

義
・
演

習
）
，

茨
城

県
ひ

た
ち

な
か

市
，

福
島

県
双

葉
郡

広
野

町
・
い

わ
き

市
利

光
ほ

か
（
2
0
2
4
）

地
学

情
報

サ
ー

ビ
ス

千
葉

県
君

津
市

周
辺

 房
総

半
島

中
・
南

部

日
本

地
質

学
会

産
総

研
地

質
人

材
育

成
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

島
根

県
出

雲
市

 島
根

半
島

茨
城

県
つ

く
ば

市
（
講

義
・
演

習
）
，

茨
城

県
ひ

た
ち

な
か

市
，

福
島

県
双

葉
郡

広
野

町
・
い

わ
き

市
利

光
ほ

か
（
2
0
2
1
a）

茨
城

県
つ

く
ば

市
（
講

義
・
演

習
）
，

茨
城

県
ひ

た
ち

な
か

市
，

福
島

県
双

葉
郡

広
野

町
・
い

わ
き

市
利

光
ほ

か
（
2
0
2
2
）

茨
城

県
つ

く
ば

市
（
講

義
・
演

習
）
，

茨
城

県
ひ

た
ち

な
か

市
，

福
島

県
双

葉
郡

広
野

町
・
い

わ
き

市
利

光
ほ

か
（
2
0
2
3
）

実
施

報
告

参
加

人
数

事
業

の
管

理
・

運
営

団
体

研
修

名
講

師
講

師
補

佐
研

修
地

第
1
表
　
G
SJ
が
講
師
派
遣
し
て
実
施
し
て
き
た
地
質
調
査
研
修
一
覧（
表
中
の
人
名
の
敬
称
略
）．



256     GSJ 地質ニュース Vol. 14  No. 9（2025 年 9 月）

利光・斎藤

研修に取り組んだとのことです（2011 年の講師補佐を務

めた吉川敏之氏からの私信，2025 年 2 月 7 日）．

研修の中で採用しているルートマップの作成方法（“平

山・中嶋方式”：徳橋，2010a，2011 など参照）は初心者

が理解して実践するのはハードルが高く，2009 年度まで

は研修中に時間をかけて説明していました．そこで 2010

年度の研修では，作成方法についてあらかじめ連絡してお

き，各自で練習しておくよう伝えたところ，前年度までよ

りルートマップの作成作業がスムーズにでき，夜の清書後

の受講者相互の「作品」の比較でも以前より完成度の高いも

のが並ぶようになったとのことです（以上，徳橋氏からの

2010 年 10 月 21 日付メールによる私信）．このこともあっ

たためか，「ルートマップ作成に自信が持てた」などその後

の研修受講者のコメントもいただいています（徳橋・中島，

2012）．2013 年度にはオブザーバー参加した地質学（堆積

学）最前線にいる研究者からも研修内容について高評価を

得ています（岡崎，2014）．

上述したように，受講者には事後の宿題が課されていま

した．加えて，研修の期間における活動記録を，研修の振

り返りのためにパワーポイントにまとめた報告書を講師が

作って受講者に配布するなど，本事業開始当初から研修受

講者へのアフターケアーもなされていました（徳橋・中島，

2012 など）．

３．2017 年度から 2019 年度までの地質調査研修

2017 年度からは，同年 7 月 31 日に設立された産総研

コンソーシアム「地質人材育成コンソーシアム」の事業とし

て GSJ が研修の事務局を引き継ぎました（https://www.gsj.

jp/geoschool/geotraining/index.html　閲覧日：2025 年 2

月 5 日；鹿野・村岡，2018）．具体的には GSJ が行う「ジ

オ・スクール事業」の 1 つとして「地質人材育成コンソーシ

アム」の地質調査研修に位置付けました．ジオ・スクール

事業には，「地質人材育成コンソーシアム」の鉱物肉眼鑑定

研修のほか，地震・津波・火山に関する自治体職員用研修，

GSJ ジオ ･ サロン，GSJ International Training Course，地学

オリンピック代表支援などがあります（https://www.gsj.jp/

geoschool/index.html　閲覧日：2025 年 2 月 5 日）．

地質調査研修は，2017 年度から元職員で GSJ 客員研究

員の鹿野和彦氏が講師を務め，島根県出雲市の島根半島を

フィールドにして 5 日間の研修を行いました．研修地周辺

の地質図幅を複数作成し，当地の地質・地勢に詳しい鹿野

氏は，GSJ を定年退職されてから鹿児島大学教授として学

生・大学院生に地質学を教えていましたが（2012 〜 2016

年度），その時の経験を活かして島根半島における地質調

査研修のカリキュラムを作成されました．2017 年度から

の研修では，研修レベルを地質調査や地質図作成について

経験の乏しい方を対象の「初心者向け」，大学等での地質調

査や地質図作成等の経験はあるがしばらく実地の調査など

から遠ざかっている方，学び直したい方などを対象とした

「初級者向け」の 2 つに分けて，前者を春季，後者を秋季の

研修としました．フィールドは共に島根半島のほぼ同じ範

囲ですが，春季と秋季で参加者の習熟レベルにより少しず

つ内容を変更しながら進めました．基本的に秋季は地質調

査や地質図等作成の経験者向けということなので，「地質図

作成の醍醐味を含んだ実践的な研修」を意識して研修を進

めました（内倉ほか，2019）．とはいえ，地質図作成や地質

調査の経験の乏しい方の参加もあり，その場合もフォロー

しながら研修を進めました．

この期間の研修は，初日の昼過ぎに出雲市駅前の宿泊ホ

テルに集合し，簡単なオリエンテーションのあと，日本海

に面する小伊津海岸の長尾鼻周辺に車で行き，地質の概要

を見て歩くことから始まります．2日目から4日目までは，

調査範囲内を車で移動しながら，観察地（あるいは短い観

察ルート）を踏査し，露頭観察とその記載を行い，国土地理

院の地理院地図を 1:25,000 縮尺で印刷した地形図に書き

込んでルートマップを作成していきました．初日と 2 日目

の夜には，一般的な地質学や地質調査の基礎についてスラ

イドを使って講義する座学の時間を設けました．3 日目の

夜は，3 日間の調査の取りまとめをして簡単な岩相図を作

成し，合わせて，翌日歩く予定の沢などにこれまで見た地

層が側方にどのように続いていくかの予想を立てておき，

翌日の調査で検証します．4 日目の夜は，その日のデータ

整理と調査範囲全域の地質図作成の作業時間です．最終日

（5 日目）は，研修内容の理解を深めるために前日まで観察

した地層・岩体に関連する露頭を見学する時間に当て，午

後 4 時頃に宿泊ホテルに戻り解散としました．

この期間の研修では，現地での研修に先立って，参考と

なる教科書や地質図学に関する演習帳の紹介をして，事前

学習を促していました．地質調査や地質図学に関してお勧

めできる教科書・参考書には絶版しているものもあります

ので，入手に際しては図書館やオンラインショップの利用

なども含めて，参加者各自で進めていただきました．

４．2020 年度からの地質調査研修

2020 年度から著者の利光が講師を引き継ぎました．こ

の年 2 月頃から新型コロナウイルス感染症拡大に伴うさま



GSJ 地質ニュース Vol. 14  No. 9（2025 年 9 月）          257

GSJ の地質調査研修のあゆみ

ざまな社会活動の制限もあったことから，春季研修の実施

が一旦見送られました．結果として，この年度の最初の研

修は社会情勢をみて，9 月末に開催することになりました

が，この機会に，研修内容の検討を行い，春季研修に当た

るものを第 1 回研修，秋季研修に当たるものを第 2 回研修

として，研修カリキュラムを作成しました．2017 年度か

らの地質調査研修の参加者の事後アンケート回答や直接意

見を聞いたりする中で，初心者向けの研修において地質調

査の基本的な事柄についての講義などの時間を十分に取っ

てほしい旨のコメントがありました．そこで第 1 回の研修

では，つくば市の産総研のセミナー室で講義や演習の時間

を設けることとし，地質図幅作成経験の豊富な GSJ 客員研

究員の柳沢幸夫氏に講師に加わっていただき，新しいカリ

キュラムを作成することになりました．野外実習地は，柳

沢氏と利光が共に執筆に関わった 5 万分の 1 地質図幅「川

前及び井出」地域（福島県いわき市，双葉郡広野町など）を

主対象にしました．講義資料は，前任の鹿野氏が体系的に

まとめたものを共有していただき，そこに柳沢氏と利光が

新たな資料を加え，地質図学の演習問題も加えて，新しい

講義資料と演習カリキュラムを作成しました．第 1 回地質

調査研修では，まずつくば市の産総研内のセミナー室での

講義と室内実習（2020 年度は 2 日間，2021 年度は 1 日半，

2022 年度から 1 日のみ）を行いました．そして，その後は

茨城県ひたちなか市の海岸の白亜紀層の観察，福島県いわ

き市や双葉郡広野町で白亜紀層，古第三紀層・新第三紀層

の地質調査や露頭観察と地質図作成を行いました．第 1 回

地質調査研修の募集開始後すぐに定員が埋まり，加えてそ

れ以上の申し込みがあった場合に，急遽同じ内容の研修を

その 2 週間後に実施しました（2021 年度を除く）．第 1 回

研修は，2020 年度（利光ほか，2021a），2021 年度（利光

ほか，2021b），2022 年度（利光ほか，2022）と地域や日

程，調査対象となる地層を柳沢氏とも綿密に相談しながら

少しずつ変更し，2022 年度以降は基本的に同じ日程，同

じ調査地域で実施しています．研修最終日はつくば市の産

総研に夕方戻り，解散となります．

初級者向けの研修（第 2 回地質調査研修）は，前任の鹿野

氏が実施していた島根県出雲市での研修をほぼそのまま引

き継いだ形です（利光ほか，2021c）．講師の利光が，2019

年度秋季の研修に講師補佐として参加したことで，研修の

ノウハウを受け継ぐことができました．

2024 年度から，これまで未実施だった中級者向けのカ

リキュラムを始めました（2024 年度第 3 回地質調査研修）．

研修地は，福岡県福岡市の博多湾の中程に位置する能
の こ の し ま

古島

です（写真 1）．能古島については，講師の利光がかつて地

質調査と地質図作成の実習を経験したところであり，土地

勘もあったことから研修地に選定しました（利光・宮崎，

写真 1　�2024年度第3回地質調査研修の様子（福岡市能古島の西海岸）．
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2025b）．島の南北約 3.5 km，東西約 2 km，標高の最高点

は 195 m の小さな島である能古島のほぼ全体を踏査する

もので，地質調査は 5 日間，前後の移動や室内作業を加え

て 7 日間の研修になります（利光・宮崎，2025a，b）．こ

こでは，古生代の広域変成岩が基盤となり，そこに貫入し

た白亜紀の深成岩体が島のほぼ北半分を占めます．島の南

部に古第三紀の堆積岩，島内の標高の高いところに新第三

紀の未固結堆積層と火山岩が分布しています．これらの岩

相の多様さに加え，形成年代も古生代，白亜紀，古第三紀，

新第三紀と多様です．島内に講師を加えた 8 名の宿泊でき

る手頃な宿泊施設がなかったため，宿泊場所は島外のホテ

ルになり，毎日公共交通機関（電車・バス・フェリー）を利

用して調査に向かいました．日中の調査終了後，毎夜，宿

泊ホテルの会議室を借りて，日程の前半は地質学や地質調

査の基礎的な講義，後半は調査データの整理と地質図作成

に向けた作業を行いました．最終日（7 日目）には，島内に

ある能古博物館の研修室を借りて地質図と地質断面図の作

成の時間としましたが，2024 年度では地質断面図完成ま

で辿り着いた方はいませんでした．そこで，自宅（あるい

は会社）に持ち帰り，配布資料を参照して完成までの作業

をお願いしました．昼の休憩の合間に研修室にあった福岡

市今
いまじゅく

宿の長
ながたれ

垂産ペグマタイト鉱物コレクションの見学をし

て，その後宿泊ホテルに戻り，午後 3 時頃に解散となりま

した（利光・宮崎，2025a）．

2020 年度の地質調査研修においては，前年度までの研

修に倣って国土地理院の地理院地図を 1:25,000 縮尺で印

刷して使用しました．しかし，ルートマップ作成，その後

の地質図作成等の作業には，この縮尺の地形図を使い慣れ

ない者にとっては小さすぎて作業がしづらいことが研修受

講者からの声として上がってきました．このため，2021

年度以降の地質調査研修では，第 1 回，第 2 回の研修共に

1:2,500 〜 1:5,000 程度の縮尺にした地形図をフィールド

で持ち歩いて，その上に露頭の情報を書き込んでいく方法

でルートマップを作成することにしました．そして，最後

に 1:10,000 縮尺にした地形図上にデータを取りまとめて

地質図を作成することにしました（第 3 回地質調査研修も

同様）．そのほかに，座学として基礎的な地質図学の演習

問題をとり入れたこと，一般的な岩石標本セットを準備し

てその観察時間を設けたこと（以上，利光ほか，2021a な

ど），基本的な講義の一部に e-ラーニングやリモートレク

チャーを取り入れたこと（利光ほか，2022 など），ルート

マップの作成例や地質図の作成工程を示す紙資料を配布し

て対面での研修期間中のみならず帰宅後も復習に使えるよ

うにしたこと（利光ほか，2021c，2023 など），研修地の

地質の分布を立体的に考えることができるようにペーパー

クラフトの一般的な地形模型や研修地の立体地形模型を作

り，スリット光を照射して視覚的な効果を高めたこと（利

光・金子，2023；藪田・利光，2025 ほか）など，少しず

つカリキュラムや資料，補助ツールの工夫・改良を加えて

いきました．また，研修中に講師側で撮り溜めた写真は研

修終了後に整理して，研修の活動記録として振り返りや復

習，あるいは社内報告に利用される方のために，研修受講

者に共有するようにしました．

2022 年度以降の第 1 回から第 3 回までの地質調査研修

の概要について第 2 表にまとめています．今後，研修に参

加を希望される場合の参考にしていただければ幸いです．

５．研修受講者の事後アンケートについて

2007 年度から 2024 年度までに GSJ の地質調査研修を

受講いただいた方の総数は延べ 178 名に及びます（第 1

表）．2017 年度ジオ・スクール事業になってからの地質調

査研修事務局では，研修受講者の感想をその後の研修に活

かすようにするため，2019 年度の研修から事後アンケー

トをお願いすることにしました．アンケートの内容は，感

想や改善点，今後受けてみたい研修などです．加えて，研

修の満足度を「非常に満足」，「満足」，「普通」，「不満」，「非

常に不満」の 5 段階評価で回答していただくようにしてい

ます．その結果を第 3 表に示します．研修のカリキュラム

が年度で変わる場合があり，また第 1 回の研修で受講者の

事情によりつくば市での座学あるいは事前学習のみ参加さ

れた方もおりましたので，回答総数が，項目ごとに異なる

ものがあります．アンケートの回答結果を見ますと，各回，

各項目共に「非常に満足」・「満足」が多く，概ね参加された

みなさんには好評であったことが窺われます．「普通」や「不

満」という回答がわずかにありました．「不満」以外の評点

の場合も含めて，その都度分析をして，研修として足りな

かったと思われることがあれば次の回に活かせるように心

がけています（利光ほか，2023 など）．

上述したように満足度に関する評点だけでなく，感想や

改善を要することなどのコメントもいただいています．感

想の大部分は肯定的な言葉，研修に参加したことへの感謝

の気持ちなどを書いてくださっており，研修を企画・指導

した側の者として，嬉しい言葉が並んでいます．一方，改

善の要望なども寄せられており，これらは次回への改良，

工夫の参考にさせていただいています．アンケート結果は

GSJ 地質ニュースに掲載する実施報告にも記載して今後に

引き継いでいます（利光ほか，2021a ほか）．
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６．GSJ の地質調査研修の意義

地質調査および地質図の作成は，国土の基盤情報を整備・

発信する GSJ としては基本的な技術として必要不可欠なも

のです．これは GSJ のみならず広く国内の地質関連の会社

や大学等でも同様のことと思います．しかし先述したよう

に，昨今の情勢から，大学の地質関連の教室では学生・大

学院生がこのような技術を習熟する機会が減り，一方で地

質関連の会社では地質とは離れた分野（工学系など）から入

社して関連の業務に携わる技術者も多くなっているとのこ

とです（徳橋，2008，2010b，2013 など）．したがって，

経済産業省設置法（第四条 二十五）・国立研究開発法人産業

技術総合研究所法（第十一条 二）に基づいて日本国内の地

研
修
名

時期（日数）
作業工程

募集要項掲載の
経験値など

参加者の
実態

事前学習 研修地と作業概要
野外実習全期間の
対象の地層・岩体，
および実習の概要

地質図作成のための
調査実習概要

（野外実習の中核部分）

第
１
回

5月（5日間）
1日目は座学．
2日目は地質標本館見
学，クリノメーター使用実
習，野外露頭で柱状図作
成．
3日目，4日目は地質図作
成実習．
5日目は巡検．
［申込過多の場合，同内
容の追加回の実施実績あ
り］

地質調査や地質図作成
経験のない方向け（地質
関連企業の技師等）．定
員6名．

経験のあ
る方の参
加もあり．

e-ラーニング（一般的な
地質学・地質調査に必
要な知識；地質図の作
り方），リモートレク
チャー（事前送付の宿
題の解法説明）．
［地質学初心者のため
の“参考書情報”を事前
共有］

茨城県つくば市（終
日座学）．
ひたちなか市（柱状
図作成）．
福島県双葉郡広野
町（地質調査と夜の
地質図作成作業）．
広野町・いわき市
（最終日の巡検）．

白亜紀堆積岩（クリ
ノメーター使用実
習，柱状図作成）；
古第三紀〜新第三
紀堆積岩（地質図
作成）．
白亜紀・新第三紀
の堆積岩と花崗岩
露頭の巡検．

野外調査：2日間
研修内容：2つの隣接した
ルート（沢）を踏査し，それ
ぞれに層序区分を行う．初
日のルート調査のまとめで
（翌日調査予定の）隣の
ルート上の地層境界位置
を予測．2日目のルート調
査で境界露頭の位置を検
証しながら踏査．

第
２
回

10月（5日間）
1日目はクリノメーター使
用実習と地質の概要見
学．
2日目〜4日目は地質図作
成実習．
夜は座学と室内作業．5日
目は巡検．

初級（経験のある方向
け；地質関連企業の技
師等）．定員6名．

経験のな
い方の参
加もあり．

e-ラーニング（一般的な
地質学・地質調査に必
要な知識；地質図の作
り方），リモートレク
チャー（事前送付の宿
題の解法説明）．
［地質学初心者のため
の“参考書情報”を事前
共有］

島根県出雲市の島
根半島（地質調査と
夜の座学，地質図
作成作業，最終日
の巡検）．

新第三紀中新世の
堆積岩（水中火砕
岩含む）・斑れい岩
貫入岩地域での地
質図作成実習．
同時期の火山岩と
火砕岩露頭の巡
検．

野外調査：4日間
研修内容：海岸を中心とし
たエリア内で，いくつかの
地点を車で移動して，複数
の短いルート踏査を繰り返
し行う．3日目までの調査
データで作成した野稿図
（ルートマップのまとめ）か
らある程度の地質図を作
成し，翌日歩くルートでの
地層境界などの露頭位置
を予測．4日目にその検証
をしながら踏査．

第
３
回

11月（7日間）
1日目はクリノメーター使
用実習と夜は座学．
2日目〜6日目は地質図作
成のための踏査．夜は座
学と室内作業．
7日目は地質図と地質断
面図作成の室内作業．

中級（経験のある方*向
け；地質関連企業の技
師等）．定員6名．
*：第1回and/or第2回の
地質調査研修参加者も
含む

経験のあ
る方の
み．

指定教科書の熟読，リ
モートレクチャー（事前
送付の宿題の解法説
明）．

福岡県福岡市の能
古島（地質調査と夜
の座学，地質図・地
質断面図作成）．

古生代の変成岩，
白亜紀の花崗岩
類，古第三紀の堆
積岩，新第三紀の
玄武岩等を調査し
て地質図と地質断
面図作成．

野外調査：5日間
研修内容：南北約3.5 km，
東西約2 km，標高の最高
点は195 mの小さな島のほ
ぼ全体を踏査．日程の前
半に露出の良い海岸線を
歩き岩相の観察．日程の
後半に露出のあまり良くな
い内陸部（主に道路沿い）
を踏査．

第 2表　2022 年度以降の地質調査研修（第 1回〜第 3回）の概要比較．

第第11回回 回答総数 非常に満足 満足 普通 不満 非常に不満
事前学習 32 8 18 6 0 0
産総研内講義内容 44 15 26 2 1 0
現地の野外調査 50 34 15 1 0 0
現地での夜間研修内容 50 28 16 6 0 0

第第22回回 回答総数 非常に満足 満足 普通 不満 非常に不満
事前学習 16 7 8 1 0 0
現地の野外調査 27 24 3 0 0 0
現地での夜間研修内容 27 18 6 3 0 0

第第33回回 回答総数 非常に満足 満足 普通 不満 非常に不満
事前学習 6 5 0 1 0 0
現地の野外調査 6 6 0 0 0 0
現地での夜間研修内容 6 4 2 0 0 0

第 3表　2019 年度以降の地質調査研修におけるアンケート結果．
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利光・斎藤

質調査および地質図幅を作成して成果発信することが基幹

業務の 1 つである GSJ が，その技術を企業等で地質関連の

技術者を目指す方・携わる方に伝承し，普及させることは

重要な責務と考えます．

この研修プログラムの主たる対象者は，地質関連企業の

技術者ですので，研修を受講することで有効な技術習得や

再教育の場として活用いただきたいと考えています．この

ため，研修の修了者には地質関連企業や機関・組織が加盟

する土質・地質技術者生涯学習協議会の“GEO Schooling 

Net”（https://www.geo-schooling.jp/　 閲 覧 日：2025 年 2

月 7 日）に登録できる CPD 単位を付与しています（CPD：

Continuing Professional Development；技術者の継続教育）．

この技術の伝承・普及を継続していくために，今後，GSJ

内での地質調査研修事業の体制を整えていくことが必要と

考えます．上記のような地質調査研修を GSJ が企画・実施

していることの持つ意義を理解し共有して，今後，GSJ の

中堅以上の職員や OB の講師等への活用で地質調査研修の

事業が安定して継続することを期待します．そして GSJ の

若手研究員も含めて地質調査研修の講師補佐の経験を積む

ことが企業の技術者等と接する機会となり，そのことで各

自の意識の向上につながっていくことが期待されます．

７．おわりに

著者の利光は 2019 年度秋に講師補佐を務め，その後

2020 年度から講師を務めてきました（第 1 表；利光ほか，

2021cなど）．共著者の斎藤は2007年度にGSJ研究企画室

の連携調整主幹として本研修を立ち上げ，2012 年に一般

社団法人日本地質学会常務理事として研修の移管に関わり

ました．その後 2017 年に GSJ 研究戦略部のイノベーショ

ンコーディネータとして，当時イノベーション推進本部の

相馬宣和氏（現地圏資源環境研究部門長）と協力して地質人

材育成コンソーシアムを設立して本研修を GSJ に移管し，

現在まで事務局あるいはそれに近い立場で地質調査研修に

関わり続けてきました．また，2008 年度には講師補佐も

務めました（第 1 表；徳橋，2010b）．上述したように本研

修は GSJ の職員（OB 含む）が講師および講師補佐となって

実施してきました．この間，講師および講師補佐を務めて

いただいた方々のみならず，GSJ 内外の多くの方々によっ

て支えられてここまで継続できています．これまで関係さ

れた皆様・ご支援いただいた皆様にお礼を申し上げますと

ともに，今後も引き続きご支援・ご協力をお願いする次第

です．
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内田　洋平 1

1．第 60 回年次総会

CCOP（Coordinating Committee for Geoscience 

Programmes in East and Southeast Asia：東・東南アジア

地球科学計画調整委員会）は，東・東南アジア地域の経済

発展と生活レベル向上を目指し，地球科学分野の研究プロ

ジェクトやワークショップの推進・調整を行う政府間機関

です．現在，16 の加盟国，14 の協力国及び 18 の協力機

関で構成されています．年次総会は概ね加盟国の持ち回り

で開催されており，第 60回（2024 年）年次総会は 11月 3

日～7日にマレーシア主催によってランカウイ島にて開催

されました．

年次総会における主な行事は以下の通りでした．

11月 3日（日）10時～ 12時：財政委員会

11月 4日（月）9時 30分～ 17時：年次総会本会議

11月 5日（火）9時～ 17時：同本会議

11月 6日（水）9時～ 17時：技術セッション

11�月 7日（木）8時～ 17時：地質巡検（ランカウイ スカ

イブリッジ，キリムジオフォレスト公園，及びその周

辺）

1. 1　第 28 回財政委員会
出席者は委員会のメンバー（ブルネイ，インドネシア，

日本，マレーシア，フィリピン）と名誉顧問の 2 名（デン

マーク，マレーシア），CCOP 事務局からの 5名でした．

委員会では，主に以下の 5点について報告と議論がされ

ました．

・�加盟国（東ティモール）からの協力金が 2020 年より未

払いであった．この支払いの遅れに関して，CCOP 事務

局による働きかけの結果，支払いが再開し，東ティモー

ルの再加盟に関する MOU を本年度の年次総会において

締結する運びとなった．

・監査報告（2024年1月～6月）を国際標準様式で実施中．

・�事務局メンバーの給与水準を一定程度確保しつつ，

CCOP の活動をより活性化させるため，加盟国の年間協

CCOP 第 60 回年次総会・第 83回管理理事会
参加報告

1 産総研 地質調査総合センター連携推進室 キーワード：�CCOP，年次総会，管理理事会，マレーシア，ランカウイ島

力金増額の可能性を探る．本議題については，第 83 回

管理理事会で議論する予定．

・�CCOP 事務局が入る建物の外装改修のため，CCOP 予算

から約USD 12,000 の支出を求める．

・�2025 年度（1 月〜 12 月）の予算計画については，

2024 年度よりも USD 57,862 程度削減する予定．収支

バランスについては，引き続き，大きな変化を出さない

よう努める．

1. 2　第 60 回年次総会
配付資料に基づく情報では，参加者数は 143 名で，内訳

は以下の通りです（写真 1）．

・�加盟国：ブルネイ（2名），カンボジア（4名），中国（16

名），インドネシア（6名），日本（10名），韓国（14名），

ラオス（5名），マレーシア（24名），ミャンマー（1名），

フィリピン（2名），タイ（20名），東ティモール（8名）．

加盟国のうち，モンゴル，パプアニューギニア，シンガ

ポール，ベトナムは不参加

・協力国：デンマーク（1名），ドイツ（1名），英国（2名）

・�協力機関：Hanyang 大学（韓国：5 名），欧州地質調査

所（1 名），国際地質科学連合（International Union of 

Geological Sciences: IUGS）（中国：2 名），（独）国際協

力機構（Japan International Cooperation Agency: JICA）

（日本：1名），マレーシア国民大学（マレーシア：6名）

・名誉顧問：1名（マレーシア）

・オブザーバー：2名

・CCOP 事務局：9名

また，日本からの参加は以下の 11名でした（敬称略）．

地質調査総合センター（GSJ）（10 名）：中尾信典（総合

センター長），今泉博之（副総合センター長），内田洋平（連

携推進室），藤原　治，宝田晋治，Joel Bandibas（活断層・

火山研究部門），松本親樹，飯島真理子，西方美羽，Tum 

Sereyroith（地圏資源環境研究部門）

JICA（1名）：細井義孝

以下，会議の主な概要を紹介します．
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CCOP 年次総会・管理理事会参加報告

（1）開会式

開会式は，CCOP 管理理事会副議長 Datuk Zamri bin 

Ramli 氏（CCOP マレーシア代表・マレーシア鉱物地球科

学局長）の歓迎の挨拶から始まりました．引き続き，CCOP

諮問委員会委員長 Ioannis Abatzis 氏（デンマーク CCOP 代

表，デンマーク地質調査所）と CCOP 管理理事会議長 中尾

信典氏（CCOP 日本代表）による本年次総会へのメッセー

ジ，最後に，マレーシア天然資源・環境維持省 事務次官 

Puan Norsham binti Abdul Latip 氏による開会の挨拶があ

りました．

（2）MOU調印式

第28回財政委員会の報告にあったように，加盟国である

東ティモールの 2020 年からの協力金支払いの遅れに関し

て，CCOP 事務局による働きかけの結果，支払いが再開し

ました．それを受けて，本年次総会において，東ティモー

ルの CCOP への再加盟に関する調印式が行われました．

（3）CCOP 事務局活動報告

Young Joo Lee 氏（CCOP 事務局長）が，CCOP の 2023 年

下半期及び 2024 年上半期の活動報告と財務報告を行いま

した．続いて，CCOP の新プロジェクトコーディネーター

として着任した，Tola Sreu 氏（前 カンボジア工科大学）の

紹介がありました．Tola Sreu 氏は，新規 CCOP プロジェ

クトであるCritical minerals management and strategy for 

sustainable environment in ASEAN（ASEAN における持続

可能な環境のための重要鉱物管理と戦略）を担当します．

なお，本プロジェクトは ASEAN-KOREA 協力基金が原資と

なっています．

続いて，加盟国の新代表者として，再加盟した東ティ

モールのJob Brites dos Santos氏（CCOP東ティモール代表， 

東ティモール地球科学研究所所長）が紹介されました．ま

た，CCOP 協力国の代表として，Sonia Talwar 氏（カナダ地

質調査所所長）が 2024 年 5 月に任命されたことが報告さ

れました．

次に，各 CCOP プロジェクトの活動についての概要報告

がありました．現在，数多くの CCOP プロジェクト及び研

修が実施されています．GSJ では，CCOP-GSJ Groundwater 

Project Phase IV（2023年度で終了），Geoinformation 

Sharing Infrastructure for East and Southeast Asia（GSi）

Project 及び CCOP-GSJ 国際研修の 3件を実施しており，こ

ちらについても紹介されました．

（4）加盟国，協力国，協力機関の活動報告

各加盟国の2023年 7月から2024年 6月における活動

報告として，年次総会に出席していたブルネイ，カンボジ

ア，中国，インドネシア，日本，韓国，ラオス，マレーシ

ア，ミャンマー，フィリピン，タイ，東ティモールの 12か

国が報告を行いました．その内容としては，地質図のほか，

地下水，地質災害（地すべり，地盤沈下），気候変動，地下

資源などに関する事項が多かったです．なお，日本の報告

は著者の内田が行いました．GSJ の組織体制・ミッション，

GSJ が実施している CCOP プロジェクト，GSJ の 2023 年

後半〜 2024 年前半の地質災害に伴う緊急調査・発信，地

質図発行やプレス発表を行った研究成果などを紹介しまし

た．

協力国の活動報告は，デンマーク，ドイツ，英国の 3か

写真 1　CCOP 年次総会グループ写真（CCOP 事務局提供）．
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国が発表しました．また，協力機関からは，Hanyang 大学

（韓国），IUGS（中国），JICA（日本），マレーシア国民大学

（マレーシア）が報告を行いました．

（5）2025 年活動計画案，その他活動報告

CCOP 事務局より新規プロジェクト並びに 2025 年活

動計画案の概要紹介がありました．GSJ が主催している

プロジェクト・事業としては，Geoinformation Sharing 

Infrastructure for East and Southeast Asia（GSi）の 2025

年ワークショップ開催予定，GSJ 国際研修の開催・案内，

また，新規プロジェクトとして，CCOP-GSJ Groundwater 

Project Phase V（2025 年度～ 2029 年度）の提案が紹介さ

れました．

（6）2025 年以降の年次総会について

2025 年以降の年次総会・管理理事会の開催予定は，以

下となっています．

第 �61 回年次総会・第 85 回管理理事会：2025 年 11 月

2日～ 7日，ラオス・ビエンチャン

第 62 回年次総会・第 87 回管理理事会：2026 年 10 月

25日～ 30日，日本・つくば市

なお，本総会の議長を Datuk Zamri bin Ramli 氏，副議

長を今泉博之氏（GSJ）が担当しました．

1. 3　技術セッション
技術セッションは，以下の 3つのテーマがセットされて

いました．

TS1：地球科学と持続可能な未来

TS2：エネルギーの転換

TS3：気候変動と災害への強靱化

全発表件数は 63 件で，そのうち日本（GSJ）からのセッ

ション発表は8件でした（第1表）．昨年度の技術セッショ

ン（43 件）よりも発表件数が大幅に増えており，特に各国

共に若手研究者が多く参加・発表していました．また，い

ずれのセッションも，活発な質疑応答が行われていました．

2．第 83 回管理理事会

第 60 回年次総会に引き続き，2024 年 11 月 8 日に第

83回管理理事会が開催されました．GSJ からは，中尾信典

（総合センター長），今泉博之（副総合センター長），内田洋

平（連携推進室），宝田晋治（活断層・火山研究部門），松本

Title Author(s) Session
Web Services and Machine Learning Algorithm for
Mapping Disaster Areas Using Satellite Images Joel Bandibas and Shinji Takarada TS3

GSJ's Commitment to Building a Disaster-Resilient
Nation

Osamu Fujiwara and Members of High-
Precision Digital Geological Information
Improvement Project for Disaster Prevention

TS3

Accumulated phosphate in calcareous sediment is an
effective indicator of terrestrial load, linked to coral
density and bleaching: A case study from Sekisei
Lagoon, Japan

Mariko Iijima, Jun Yasumoto, Takashi
Nakamura, Akira Iguchi, Shugo Watabe and Ko
Yasumoto

TS1

Effects of natural factors on wetland treatment system
for the purification of mining-influenced water Shinji Matsumoto TS1

Standardization of performance evaluation tests for
adsorbents used in the remediation of geogenic
contaminated soils

Miu Nishikata, Kazuya Morimoto, Yukari Imoto
and Tetsuo Yasutaka TS1

Evaluating Pilot-Scale Passive Treatment of Manganese
and Zinc at a Legacy Mine: Implications for Sustainable
Mine Practices

Sereyroith Tum, Taiki Katayama, Naoyuki
Miyata, Miho Watanabe, Takaya Hamai, Yuki
Semoto, Miu Nishikata and Tetsuo Yasutaka

TS1

Digital Transformation Activities in Geological Survey
of Japan, AIST:  Development of Geological Hazards
Information System and Volcanic Hazards Information
System

Shinji Takarada, Joel Bandibas, Yuhki Kohno,
Emi Kariya, Shuho Maitani, Misato Osada and
Fumihiko Ikegam

TS3

Utilization of Groundwater Flow Information for
Effective Ground-Source Heat Pump System Youhei Uchida and Akira Tomigashi TS2

 TS2：Energy Transition

 TS1：Geoscience for Sustainable Future

 TS3：Climate Change and Disaster Resilience

Thematic Sessin in 60th CCOP Annual Session, Langkawi

第 1表　GSJ からのセマティックセッション発表リスト．
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親樹・飯島真理子（地圏資源環境研究部門）の 6名が参加し

ました．

出席者は，加盟国より 36 名（ブルネイ 2 名，カンボジ

ア 4名，中国 1名，インドネシア 3名，日本 6名，韓国 2

名，ラオス 4名，マレーシア 3名，ミャンマー 1名，フィ

リピン 3 名，タイ 4 名，東ティモール 3 名），諮問委員会

（Advisory Group）2名，オブザーバー（英国地質調査所）1

名，CCOP 事務局 9名の計 48名でした（写真 2）．

以下，会議の概要を紹介します．

（1）開会式

CCOP管理理事会副議長Datuk Zamri bin Ramli氏の歓迎

挨拶に引き続き，中尾信典氏（第 83回管理理事会議長，日

本 CCOP 代表）による開会挨拶がありました．

（2）CCOP 2024 年（1月～ 6月）の活動報告

Young Joo Lee 氏より，2024 年上半期の活動報告とし

て，財政状況の概要が報告されました．また，第 81 回管

理理事会（タイ王国 カオラック開催），第 82回管理理事会

（カンボジア シェムリアップ開催），その他，各プロジェク

トにおける活動状況が報告されました．

（3）CCOP 新たな取り組みと 2025 年度作業計画案

Young Joo Lee 氏より，CCOP 新規プロジェクトとして，

CCOP GeoAI Data Society International Symposium（2024

〜 2026 の 3 か年／第 1 回は 2024 年 3 月末に実施済），

CCOP GSJ Groundwater Project Phase V（2025 〜 2029 の

5 か年），Eastern Asia Earthquake and Volcanic Hazards 

Information Map（2nd Edition）（2025 〜 2027 の 3 か年）

及び CCOP Expert Group の 4 件ついて提案が行われまし

た．引き続き，2025 年活動計画におけるプロジェクト等

が紹介されました（現在進行中及び 2025 年開始を含めて，

研究プロジェクト8件及びトレーニングプログラム5件を

実施中）．

Young Joo Lee 氏の発表に引き続き，新規提案の研究

プロジェクトについて，GSJ の松本親樹氏より CCOP GSJ 

Groundwater Project Phase V，宝田晋治氏よりEastern Asia 

Earthquake and Volcanic Hazards Information Map（2nd 

Edition）の詳細について発表が行われました．2 件の提案

について質疑応答が行われたのち，本新規プロジェクトの

提案は全会一致で承認されました．

（4）財政委員会報告

Dato’ Yunus Abdul Razak 氏（CCOP 諮問委員会副議長）

より，2024 年 11 月 3日に開催された財政委員会による，

CCOP の財政に関する提案が発表されました．その他，財

政委員会からは，今期でブルネイとフィリピンが退会し，

次期委員会よりカンボジアとミャンマーが参加することと

なりました．その他の国については継続となります．

（5）2025年度 CCOP予算案及び2024年度予算の状況報告

Young Joo Lee 氏により，2025 年 CCOP 予算について，

歳入：USD 542,126，歳出：USD 542,126 の案が発表され，

参加国一致で承認されました．2024 年度の決算額（USD 

599,988）と比較して，USD 57,862 の削減となります．

CCOP 事務局としては，経費節減に努力しつつも世界的

な物価上昇等を鑑み，加盟国の加盟費値上げを希望・提案

しました．各国とも現時点で加盟費値上げについては即答

できないため，自国へ持ち帰ることとなりました．本件に

ついては次回の管理理事会（2025 年 3月ベトナム）で議論

する予定です．

（6）諮問委員会からの提言

Ioannis Abatzis 氏（CCOP 諮問委員会議長）より，2024

年 11 月 3 日に開催された CCOP 諮問委員会からの CCOP

活動・運営に関する提言が報告されました．特に，エキス

写真 2　CCOP 管理理事会グループ写真（CCOP 事務局提供）．
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パートグループについては，各グループに議長・副議長を

加盟国・協力国から選出すること，諮問員会の現議長・副

議長については 1 年延長すること，2025 年年次総会にお

いて諮問委員会の新議長・副議長を選出するため，CCOP

事務局はオンライン諮問委員会を開催します．なお，諮問

委員の任期については，各国より意見を 11月 20日までに

CCOP 事務局へ提出，それに基づき事務局は現行の内規を

修正します．

（7）次回以降の年次総会・管理理事会の開催予定

①第 84回 管理理事会※

・�開催国：ベトナム ニャチャン 2025 年 3月 18日～ 20

日 → 3 月 3日～ 6日に変更

※�本会議にベトナム代表は不参加，次回管理理事会の主

催可否は未定であり，もし主催不可の場合はタイ・バ

ンコクで開催される見込み．

②第 61回 年次総会・第 85回管理理事会

・開催国：ラオス ビエンチャン2025年 11月 3日～ 7日

③第 86回 管理理事会

・開催国：ブルネイ 2026 年 3月 30日～ 4月 2日

④第 62回 年次総会・第 87回管理理事会

・開催国：日本 つくば市 2026 年 10 月 25日～ 30日　

⑤第 63回年次総会・第 89回管理理事会

・開催国：フィリピンが立候補 2027 年 11 月を予定　

（8）その他

CCOP 事務局より，次の事務局長（任期：2025 年 4月 1

日～ 2028 年 3月 31日）の選挙について，スケジュールが

示されました．現在，タイと中国の 2か国より立候補があ

り，選挙管理委員長はミャンマーが選出されました．11

月 18日：投票締切，11月 25日：開票，12月 16日：新

事務局長契約，4月 1日：新事務局長着任の予定です．

また，CCOP 事務局より新名誉顧問として，Shahar 

Effendi Abdullah Azizi 氏が推薦され，承認されました．

３．おわりに

今回の CCOP 年次総会及び管理理事会は，昨年度の年次

総会（タイ・カオラック）に引き続き，完全対面会議でし

た．会議のみならず，休憩時間や昼食・夕食時にも活発に

情報交換や議論がされており，充実した 1週間でした．ま

た，GSJ の若手研究者も年次総会に出席し，国際会議の運

営・進行を知る良い機会になったと思います．また，技術

セッションでは積極的に発表を行い，海外の研究者との親

交も深まったのではないでしょうか．来年度も，GSJ 若手

研究者の多くの参加を期待しています．

UCHIDA Youhei (2025) Report on participation in CCOP 
60th Annual Meeting and 83rd Steering Committee 
Meeting.

（受付：2025 年 2月 26日）
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中村　由美 1・中島　礼 2・矢部　淳 3・兼子　尚知 1・
利光　誠一 4・武井　勇二郎 1・瀬口　寛樹 1

１．はじめに

地質標本館及び地質調査総合センターでは地質研究の体

験イベントとして野外観察会（以下，観察会）を開催してき

ました（中島ほか，2003，2010；田中ほか，2006）．2013

年からは国立科学博物館と共同開催しています（西田ほか，

2015）．新型コロナウイルス感染症拡大の影響等により近

年は休止していましたが，再び開催できる状況が整ったこ

とで実施の運びとなりました．本稿では，2024 年 11 月

30日（土）に実施した観察会の様子を紹介します．

2024 年度野外観察会「地層と化石の観察会—霞ヶ
浦周辺の化石産地を訪ねて—」

1 産総研 地質調査総合センター地質情報基盤センター
2 産総研 地質調査総合センター地質情報研究部門
3 国立科学博物館 地学研究部　〒 110-8718　東京都台東区上野公園 7-20
4 産総研 地質調査総合センター連携推進室

キーワード：�地質標本館，野外観察会，霞ヶ浦，大竹海岸，地層，化石，第四紀，
下総層群

２．概要

今回の観察会も，国立科学博物館と地質調査総合セン

ターの共催で，過去に実施実績のある霞ヶ浦周辺で行いま

した．観察地点は 3か所を選定し（第 1図），地層観察や貝

化石採集を通じて関東平野の成り立ちを学ぶことを目的と

しました．参加者の募集は国立科学博物館が行い，多数の

応募の中から 42 名が抽選で選ばれました．参加者の年齢

層は小学校高学年から 70 代の方までと幅広く，家族連れ

の方が半数以上でした．当日は，つくば駅もしくは地質標

本館に集合し，大型バスで観察地点を巡りました．講師は

地質標本館

観察地点1：崎浜

観察地点3：大竹海岸

観察地点2：大小志崎

第1図：観察地点の位置 ※地理院地図を使用第 1図　観察地点の位置．※地理院地図を使用．
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中島・矢部が務め，補助スタッフとして国立科学博物館 5

名（内 4名博物館実習生）・地質調査総合センター 5名が同

行しました．

３．観察地点 1：かすみがうら市崎浜

はじめに訪れたのは，霞ヶ浦（西浦）北岸にある崎浜と

いう地点です．これまでの観察会でも幾度となく訪れてお

り，近年では筑波山地域ジオパークのジオサイトの一つと

して紹介されています．この地点では，約 12 万年前の古

東京湾が広がっていた時代に形成された下総層群木
きおろし

下層
そう

と

いう地層が堆積しており，大規模な化石カキ礁が見られま

す．このカキ礁はマガキ（Crassostrea gigas）が密集したも

ので，直立しているものは生きていた状態を示し，横倒し

になっているものは潮流の影響によって流されたものと推

定されます．現地はまた，かすがうら市の市指定史跡「崎

浜横穴群」としても有名で，化石床の部分に横穴が掘られ

た横穴式の古墳が 10 数基あります．そのため，この地点

では露頭をハンマー等で叩いたり，化石を採集したりする

ことは禁じられています．

カキの生態や堆積環境等について講師から説明を受けた

後，各自で露頭の観察をしました（写真 1）．間近で見るこ

とのできる化石露頭に，参加者からは歓声がわいていまし

た．地層にあまりにたくさんのカキが入っているのを見

て，「貝化石を掘りたい気持ちでいっぱいになった」等の声

が聞かれました．熱心に講師へ質問したり観察したりした

ため，予定時間を超えての滞在となりました（写真 2）．

４．観察地点 2：鹿嶋市 大
だいしょう

小 志
し ざ き

崎
次に訪れたのは，海岸に程近い採砂場です．観察会では

初めて訪れる場所で，ここには高さ 30 ｍ程の崖がありま

す．崖の上部では地層観察，下部では貝化石採集ができま

す．崖の最上部は約 8 万年前に形成された前浜の堆積物，

最下部は約 20 万年前に形成された外浜の堆積物だと推定

されます．

参加者は主催者側で準備したヘルメット・ゴーグル・ねじ

り鎌をそれぞれ受け取り，砂取りの作業場所より奥に入っ

た露頭まで徒歩で移動しました（写真 3）．本地点全体の説

明後，まずは参加者全員で貝化石採集を行いました（写真

4）．待ちに待った貝化石採集に，参加者はねじり鎌を片手

に嬉しそうに散らばっていきました．はじめは化石をねじ

り鎌で掘ること自体を楽しんでいるようでしたが，次第に

目標を設定して掘っている姿が多く見られました．目標は

それぞれで，多くの種類を採る・大型の個体を採る・たく

写真 1　露頭観察の様子（観察地点 1）．

写真 2　講師の説明を聞く参加者（観察地点 1）．

写真 3　移動の様子（観察地点 2）．



GSJ 地質ニュース Vol. 14  No. 9（2025 年 9月）          269

野外観察会

さんの数を採る等です．少し時間が経ったところで，崖上

部の地層を観察するグループと崖下部で貝化石の採集をす

るグループに分かれました．

崖上部の地層観察グループは，急な崖を登るところか

ら開始です（写真 5）．高所が苦手な方には少々大変でした

が，登り切ると目の前に開けた景色の中に太平洋を望むこ

とができました（写真 6）．足元に注意を払いながら，さら

に奥まで進んでいきます．到着した崖上部では，小さな礫

が集まった層や砂鉄を含んだ縞模様の砂層からなる前浜の

堆積物が見られました．参加者は，地層の特徴を聞きなが

ら写真を撮ったり，ねじり鎌で露頭を削ったりしながら観

察をしました（写真 7，8）．

貝化石採集グループは黙々と掘っていましたが，頃合い

をみて掘った貝化石の同定作業を行いました（写真 9）．そ

写真 4　貝化石採集の様子（観察地点 2）．

写真 5　崖を登る参加者（観察地点 2）．

写真 6　崖上部から望む太平洋（観察地点 2）．

写真 7　崖上部の地層観察の様子 1（観察地点 2）．

写真 8　崖上部の地層観察の様子 2（観察地点 2）．
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中村ほか

者による自己紹介では，観察会に大きな期待を寄せていた

だいていることが伝わってきました．特に，化石採集を楽

しみにされている方が多い印象でした．今回ご案内した露

頭では貝化石がたくさん採れ，参加者の期待に応えること

ができたのではないかと思います．帰りのバスでは，質疑

応答タイムが大変盛況でした．一日の活動で疲れている方

が多いのではと予想していましたが，意外にもお子様から

の質問がたくさんあり，関心の高さがうかがえました．

れぞれが採った個数が多かったため，まずは貝の形（二枚

貝か巻貝）でグルーピングをしてもらいました．しかし見

分けるのは中々難しく，配布資料を参考にしつつ，講師に

判断を委ねる参加者が多くいました．その後，地層観察グ

ループも作業に合流しました．この地層からは約 50 種の

貝化石が見つかっていますが，参加者は小さなものから大

型のものまで多くの種類が採れたようで，大型のトウキョ

ウホタテ（Mizuhopecten tokyoensis）を採集できた人も多

くいたようです．十分な収穫に参加者は満足感と共に達成

感を味わってもらえたと思います（写真 10）．

５．観察地点 3：鉾田市大竹海岸

最終地点である大竹海岸では，砂浜の堆積構造観察と砂

鉄の採集を行いました．スタッフがスコップで砂浜に掘っ

た穴の断面を観察すると（写真 11），水流により分級した

きれいな縞模様の層を見ることができました．参加者から

は，「砂浜で堆積構造が見られるとは思っていなかった」と

驚きと感心の声が聞かれました．

砂浜観察の後は，あちこちに散らばり砂鉄採集を行いま

した（写真 12）．磁鉄鉱を多く含むため，磁石を砂浜に潜

らせると砂鉄がくっつきます．観察地点2の大小志崎の露

頭でも砂鉄は見られましたが，斜面での採集よりも砂浜で

の採集の方が容易でたくさん採集ができました（写真 13）．

６．おわりに

観察会当日は，風が吹いており少々肌寒さもありました

が晴天に恵まれた一日となりました．行きのバスでの参加

写真 9　採集した貝化石の同定作業（観察地点 2）．

写真 10　大型の貝化石を採る参加者（観察地点 2）．

写真 11　砂浜を掘っている様子（観察地点 3）．
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美・利光誠一・関口　晃・石飛昌光・田上公恵（2015）
2014 年度自然観察会「地層と化石の観察会—霞ヶ浦
周辺の化石産地を訪ねて—」．GSJ 地質ニュース，4，
75–80．

田中美穂・中島　礼・中澤　努・谷田部信郎・磯部一洋・
長森英明・野田　篤（2006）地質標本館 2005 年度
野外観察会の様子―古東京湾の地層と化石・太古の渚
で潮干狩り―．地質ニュース，no. 618，16–24．

NAKAMURA Yumi, NAKASHIMA Rei, YABE Atsushi, 
KANEKO Naotomo, TOSHIMITSU Seiichi, TAKEI Yuujiro 
and SEGUCHI Hiroki (2025) Report on 2024 field trip —
Fossil localities around Lake Kasumigaura in the southern 
part of Ibaraki Prefecture—.

（受付：2025 年 2月 26日）

写真 12　砂鉄を採取している様子（観察地点 3）．

写真 13　砂浜で磁石を使い採取した砂鉄（観察地点 3）．

今回は，予定時間が延びてしまったことが課題として残

りました．時間配分については，途中のトイレ休憩等も細

かく考慮すべきだったかもしれません．課題を踏まえつ

つ，今後も外部機関や所内の研究者と連携し，実際に見て

体験できるイベントを企画していければと思います．

謝辞：国立科学博物館学習課の皆様及び博物館実習生の皆

様，公益財団法人深田地質研究所の岡崎浩子博士には，準

備から当日の対応までご協力をいただきました．また，観

察地点の土地所有者の方々には多大なるご協力をいただき

ました．この場をお借りして，深く感謝申し上げます．

文　献

中島　礼・中澤　努・兼子尚知・徳橋秀一・磯部一洋・利
光誠一・谷田部信郎・奥山康子・井川敏恵・青木正博

（2003）霞ヶ浦周辺の地層と化石―地質標本館 2003
年度野外観察会―．地質ニュース，no. 589，23–30．

中島　礼・澤田結基・中澤　努・宮地良典・利光誠一・古
谷美智明・兼子紗知・酒井　彰・長森英明・徳橋秀一

（2010）地質標本館野外観察会 2009「霞ヶ浦は昔，
海だった？」．地質ニュース，no. 666，53–59．

西田　梢・中島　礼・矢部　淳・齋藤めぐみ・久保田好
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石塚　吉浩 1・三澤　文慶 2・太田　耕輔 1・宝田　晋治 1・都井　美穂 3・須田　好 4・田中　裕一郎 5・
藤原　治 1・阿部　朋弥 2・岩橋　くるみ 1・中村　佳博 2 ・中村　淳路 6

１．はじめに

令和 6（2024）年 10 月 25 日に東京都千代田区内幸町

のイイノホール＆カンファレンスセンターにて，第 41 回

GSJ シンポジウム「デジタル技術で繋ぐ地質情報と防災対

策〜活断層–火山–斜面災害–海洋地質〜」を開催しました

（第 1図）．本シンポジウムは，産業技術総合研究所（以下，

産総研）地質調査総合センター（以下，GSJ）が主催，産業

第 41回 GSJ シンポジウム
「デジタル技術で繋ぐ地質情報と防災対策

〜活断層–火山–斜面災害–海洋地質〜」開催報告

1 産総研 地質調査総合センター活断層・火山研究部門
2 産総研 地質調査総合センター地質情報研究部門
3 産総研 地質調査総合センター地質情報基盤センター
4 産総研 地質調査総合センター地圏資源環境研究部門
5 産総研 地質調査総合センター
6 産総研 地質調査総合センター研究企画室

キーワード：�GSJ シンポジウム，地質情報，防災対策，デジタル技術，活断層，火山，
斜面災害，海洋地質

技術連携推進会議知的基盤部会地質分科会と共催し，一般

社団法人全国地質調査業協会連合会から後援いただきまし

た．産総研GSJが長年の日本列島各地での研究活動で蓄積

してきた地質情報を社会の中で利活用される取り組みは長

年の課題であり，近年のデジタルトランスフォーメーショ

ン（DX）が進む中で，様々な分野，業界の方々との議論を

重ね，連携する必要性がより高まっています．本シンポジ

ウムでは，災害に強い都市計画作りや防災計画策定への貢

献を目指し，令和 4年度から政策課題としてスタートした

「防災・減災のための高精度デジタル地質情報の整備事業」

の中で行っている“活断層”，“火山”，“斜面災害”，“海洋地

質”の研究課題と，それらの情報を社会へ展開するための

“出口”としての“地質DXの推進”をプラスした 5つのテー

マを取り上げ議論しました．本報告では，当日の様子と参

加者のアンケート結果を基に，開催を紹介します．

２．開催の概要

冒頭に中尾信典地質調査総合センター長による開会挨拶

の後，「地質の調査」を所掌する経済産業省基準認証政策課

の大出真理子知的基盤推進官からご挨拶を賜りました．活

断層・火山研究部門長である藤原　治からの開催趣旨とプ

ロジェクト紹介（第 2図）の後，全国地質調査業協会連合会

情報化委員会の西山昭一委員からは「地盤情報・地盤モデル

の利活用と確実な継承に向けて」の基調講演があり，建設

業界で使用される BIM/CIM などへの地質地盤情報の適用

やその課題といった地質業界の DX に関わる現状について

示されました．その後，GSJ からの 6件の口頭講演，12件

のポスター発表（第 3図，第 4図）を，午前と午後の 2回の

第 1図　�第41回GSJシンポジウム開催のポスター．“活断層”，“火
山 ”，“ 斜面災害 ”，“ 海洋地質 ” と，“ 出口 ” である “ 地
質 DX の推進 ” をプラスした 5つのテーマをイメージし
ています．
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時間帯に分けて行い，活発な質疑応答が行われました．最

後に今泉博之副総合センター長からの閉会挨拶となりまし

た．各口頭講演及びポスター発表のタイトル・発表者は以

下の通りです．

＜口頭発表　6件＞

•	防災情報はどこにある？ – 活断層データベース，地質

図Navi の活用 – （宮下由香里）

•	レジリエンス向上に向けた都市・沿岸域の活断層調

査 （大上隆史）

•	噴火口図・火口位置データの作成とその活用（及川輝樹）

•	伊豆大島火山 –海陸統合調査の試み –（石塚　治）

•	地すべりハザードマッピングにつながる地質情報 （川

畑大作）

•	地質DX へ向けたデータ統合及びデータ連携（内藤一樹）

＜ポスター発表　12件＞

•	立田山断層（熊本県）の調査の背景（丸山　正 他）

•	水前寺断層，立田山断層（熊本県）における地下構造

調査（吉見雅行・丸山　正）

•	立田山断層の活動性解明に向けた熊本城公園における

ボーリング調査（太田耕輔 他）

•	社会と地震防災を繋ぐ産総研の活断層データベース（吾

妻　崇 )

•	火山地質図の整備（古川竜太 )

•	火口地形の年代決定のための年代測定技術の高度化（山

﨑誠子 他 )

•	斜面災害リスク評価のための地質情報整備への取り組

み（川畑大作・宮地良典）

•	北部九州地域における時系列衛星画像を用いた斜面災

害観測と素因・誘因分析（水落裕樹 他）

•	斜面災害リスク評価のための火山地域における熱水変

質地帯での磁気探査の活用（大熊茂雄 他）

•	海洋地質データの利活用を促進するためのデータデジ

タル化と統合管理・表示システムの構築（井上卓彦 他）

•	地質情報のデータカタログ（内藤一樹）

•	防災・減災のための地質ハザード情報システム及び火

山ハザード情報システムの構築（宝田晋治 他）

プログラム等はこちら：

https://www.gsj . jp/researches/gsj-symposium/

sympo41/index.html（閲覧日：2025 年 3月 26日）

３．開催形態と参加者層

5つのテーマは幅広く，午前10時から午後5時にかけて

の終日での開催となりました．口頭講演とポスター発表は

第 2図　概要説明の様子．

第 3図　斜面災害に関するポスター発表の様子．

第 4図　�海洋 DXに関する大型モニターを用いたポスター発表の
様子．
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石塚ほか

会場での対面として，口頭講演は参加者個々の関心，並び

に会場遠方からも参加できるよう，オンラインでのハイブ

リッド形式としました（第 5図）．結果として，官公庁・民

間企業・大学及び研究機関・報道機関・教育機関関係者・

ジオパーク関係者などの多岐に渡る方々にご参加いただ

き，全体で 358 名（現地参加 84 名，オンライン参加 274

名）の方に，また午前と午後のいずれの時間帯でも約 200

名の方にご参加いただきました．

４．おわりに

シンポジウムの最後に行ったアンケートでは，下記のよ

うな回答を頂戴いたしました．ここでは，頂戴したご意見

について，ごく一部ではありますがご紹介いたします．

1. �地質調査総合センターの最新の取り組みを聞くことが

できて大変参考となった．年間複数のシンポジウムを

実施されているようですが，日程の都合で受講できな

いこともあるので，アーカイブでの配信もご検討いた

だければと思います．

2. �古い地質図幅は非常に貴重ですが，見にくかったので，

デジタルデータ化していただけると非常に助かります．

3. �地質ＤＸに向けた最新情報を得ることができて有意義

であった．ポスターセッションもオンラインで視聴で

きると，さらに良いと感じた．

4. �当方は参加者の中では地質技術者寄りでしたので，内

容については網羅的に理解していたつもりだが，初学

者等でもわかりやすいような発表が多く，自らの理解

を再確認できた．

5. �防災に役立つ地質情報の収集と提供に向けた産総研の

取組みが分かり，大変勉強になりました．これからも，

このような産総研の取組みを紹介するシンポジウムを

していただきたいと思っています．楽しみにしていま

す．

6. �今日は大変勉強になり，会場まで行ってよかったと思

っています．地質 DX に向けて進んでいるようですが，

同時にまだ空白部の 5 万分の 1 地質図の整備も進めて

いただきたいと思います．いくら AI を使ってもこれだ

けはできないと思いますので．

7. �産総研が進めているデジタル技術による情報提供につ

いて理解できました．

8. �立田山断層で地下調査を行うときに細かいデータで分

析しているのがすごいと感じた．都市・沿岸域の活断

層で分析するのが重要であると実感した．

9. �データベースやネットワーク関係の技術者に対してア

プローチすることで，地質情報の利活用の可能性が従

来より立体的に広がるのではないかと思っています．

また，それによって学問分野としての地球科学も見通

しが良くなり，多くの人に馴染みやすいものになるこ

とを期待しています．

本シンポジウム開催により，日本列島という地震・火山

噴火・斜面災害などの自然災害が多い国で暮らす国民や産

業界に対して，産総研 GSJ の研究成果である地質情報をデ

ジタル化してこれまで以上に社会に普及させ，地質情報の

社会実装を推進する必要性をより考えさせられる機会とな

りました．なお，本シンポジウムの講演要旨集（地質調査

総合センター編，2024）は公開しておりますので，是非ご

覧下さい．

文　献

地質調査総合センター編（2024）第 41 回地質調査総合
センターシンポジウム「デジタル技術で繋ぐ地質情報
と防災対策　活断層 – 火山 – 斜面災害 – 海洋地質」．
地質調査総合センター研究資料集，no. 758，産業技
術総合研究所地質調査総合センター，https://www.
gsj.jp/publications/pub/openfile/openfile0758.html

（閲覧日：2025 年 3 月 26 日）

ISHIZUKA Yoshihiro, MISAWA Ayanori, OTA Kosuke, 
TAKARADA Shinji, TOI Miho, SUDA Konomi, TANAKA 
Yuichiro, FUJIWARA Osamu, ABE Tomoya, IWAHASHI 
Kurumi ,  NAKAMURA Yoshihiro and NAKAMURA 
Atsunori (2025) 41st GSJ Symposium report “Geological 
information and hazard mitigation measures connected 
with digital technology: Active Fault, Volcano, Slope 
Disaster and Marine Geology”.

（受付：2025 年 3月 26日）

第 5図　オンラインでのハイブリッド配信の様子．



Ⓒ2025　Geological Survey of  Japan， AIST
　　　　  

委 員 長         

副 委 員 長

委 員

印刷所　 
 

GSJ 地質ニュース 第 14 巻 第 9 号
令和 7年 9月 1日　発行

GSJ Chishitsu News Vol. 14 No. 9
September 1， 2025

国立研究開発法人　産業技術総合研究所
地質調査総合センター

〒 305-8567　茨城県つくば市東 1-1-1�
　　　　　　  中央事業所 7群

Geological Survey of  Japan， AIST

AIST Tsukuba Central 7， 1-1-1， Higashi， Tsukuba， 
Ibaraki 305-8567， Japan

GSJ 地質ニュース編集委員会

事務局　

国立研究開発法人　産業技術総合研究所

地質調査総合センター

地質情報基盤センター　出版室

E-mail：g-news-ml@aist.go.jp

Secretariat Office　
National Institute of Advanced Industrial Science and Technology

Geological Survey of  Japan

Geoinformation Service Center Publication Office

E-mail：g-news-ml@aist.go.jp

委 員 長         

副 委 員 長

委 員

GSJ Chishitsu News Editorial Board

Chief Editor  :  NAKASHIMA Rei 　

Deputy Chief Editor  :   TOSAKI Yuki

Editors  : TAKEHARA Takashi 

                  AMAGAI Takashi 

                  KUSANO Yuki

	 UTSUNOMIYA Masayuki

	 YAMAOKA Kyoko

                  OHTAKI Toshiki

中 島 　 礼

戸 崎 裕 貴

竹 原 　 孝

天 谷 宇 志

草 野 有 紀

宇 都 宮 正 志

山 岡 香 子

大 滝 壽 樹




	表紙
	目次
	IUGS Heritage Stones と『筑波山塊の花崗岩』（杉原）
	ネイチャーポジティブ技術実装研究センターについて（今泉）
	2024 年度第3 回地質調査研修（中級者向け）実施報告（利光・宮崎）
	産総研地質調査総合センターの地質調査研修のあゆみ（利光・斎藤）
	CCOP 第60 回年次総会・第83 回管理理事会参加報告（内田）
	2024 年度野外観察会「地層と化石の観察会—霞ヶ浦周辺の化石産地を訪ねて—」（中村ほか）
	第41 回GSJ シンポジウム「デジタル技術で繋ぐ地質情報と防災対策〜活断層– 火山– 斜面災害– 海洋地質〜」開催報告（石塚ほか）
	奥付
	裏表紙（表紙説明）

